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なお 遺跡名は「 大村遺跡群柳田遺跡」とした
が、柳田遺跡は浅間温泉地籍にあるので、本事業
終了以後は「松本市浅間温泉柳田遺跡」と改める。
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このたび調査いたしました大村遺跡群柳田遺跡の発掘は、長野県企業局

の南浅間住宅団地造成工事に先立つもので、計画当初より企業局の文化財

保護に対する深いご理解とご協力及び県教育委員会の指導の下に事前に発

掘調査が実施され、記録保存が図られました。

調査は松本市教育委員会の委託を受けた日本考古学協会員中島豊晴氏を

代表とする大村遺跡調査会によって、猛暑の中調査会及び関係者の熱意と協

力によって進められ、住居址及び貴重な遺物が多数発見され、この周辺地

域の古代の様相を探る貴重な資料 を得る事ができました。叉、ご承知の通

りこの遺跡の周辺には多数の古代の遺跡が発見確認されておりますが、こ

れらとの関係からも今回の調査は非常に意義深いものがあると思われます。

本書は、その結果を集録 したものでありますが、今回得 られた資料を広

く紹介すると共に、この地域の古代史の解明及び今後の文化財保護の一助

になれば幸いに存 じます。

終 りに、今回の調査に際しまして、多大なご協力、ご理解を示された関

係者各位に心から謝意を表して序といたします。
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1。 本調査は県企業局の委託によるものであり,別記調査団を編成して行なった。

1.報告書の執筆分担は下記の如くでありその内容の責任は執筆者にある。

第 1章第 1節  森義直・官城孝之氏

第 2節  倉科明正氏

第 2章第 1節  事務局

第 2節   白崎卓 。山本紀之・丸山正一郎氏

第 3章第 1節  (1)官城孝之 。(2大久保知巳 。椰)三村肇・山越正義氏

第 2節  (1)大久保知巳 。(2)三 村肇 。山越正義氏

第 3節  西沢寿晃 。浅輪俊行氏

第 4節  官城孝之・白崎卓氏

第 4章第 1節  (1)三村肇・山越正義・浅輪俊行氏  (a大久保知巳氏

(3)三村肇 。山越正義氏  に)山田瑞穂・浅輪俊行氏

(D官城孝之・白崎卓氏

第 2節  (1)～ (31中 島豊晴氏  (4)官城孝之氏

第 5章第 1節  西沢寿晃氏

第 2節  森義直氏

第 6章     中島豊晴氏

1.本書の編集は主に事務局が当ったが,三村・山越 。浅輪氏の助力を得た。

1.写真,作図等は各執筆担当者が行なったが,土器の復元には高野昌英,三村竜一君の協

力を得た。

1.出土遺物は松本市。 日本民俗資料館に保管してある。
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主事 大日向栄一 。清野陽子
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第 1章  遺 跡 とそ の環 境

第 1節  遺跡周辺の自然環境

遺 跡 の 自 然 環 境

本遺跡は松本市の市街地北東部,浅間温泉に所在する。従来,付近一帯は水田及び畑が多かったが

近年本遺跡付近の宅地化が進んでいる。地形的には・遺跡の西方 300m離れて女鳥羽川が北から南
ヘ

向かって流れ,遺跡東辺に沿って大六沢がやはり北から南へ向からて流れている。さらに東方約 300

m付近から遠く美ケ原高原へと続く山々がはじまり,こ の山々と女鳥羽川のつくる自然堤防とによっ

て遺跡は若千低い位置にある。全体に北から南へ向かって地形が低くなっており,そのため,遺跡の

北端と南端との間に3段の段差をつくっている。尚,遺跡の東辺に沿う大六沢は最近まで付近住民の

用水として使われていた事を付け加えておく。さらに本遺跡付近は,従来。しばしば洪水に見舞われ

ており遺跡の地層の状態からも洪水による堆積土層が確認され,出土遺物は同一層内でもかなりの時

代的広がりをもっている。 (宮城孝之 )

遺跡 周辺 の地形 。地質

本遺跡は,ほ ゞ北から南に流れる女鳥羽川の堆積物によって

形成された,旧 はんらん原上にあり,東側は,美ケ原高原の山

地で,その山麓が約 400mの近くまで迫っている。山麓には,

西流する沢がいく筋も発達し,土砂を女鳥羽川による堆積物上

に押し出している。本遺跡の地質は,こ の両者が複雑に入り混

ざった堆積をしており,数 m離れると堆積物の様相を一変する

など,モ デル化して地質柱状図を作るのが困難である。

地形上からは`女鳥羽川により南の方へ約 1°,沢からの押し出

しによって,西の方へ約 1°傾斜している。即ち全体として南西

方向へゆるい傾斜をした地形となっている。

発掘地点に限れば,下部の大部分は女鳥羽川の堆積物であり,

その上に,東山の大六沢からの堆積物と女鳥羽川のはんらんに

よる堆積物とが入り混ざって堆積している。礫の岩質は,安山

岩が大部分をしめ,その外に,緑色疑灰岩,砂岩などがある。

表 土

15～ 20 cm

-20

赤 褐色 土

15～ 40cm

昇8全つ
-45

黒褐色土

12～ 40cm

骰
し

褐 色 土

レンズ状

雹呈騒号

-100

(瓦用 の粘 土 と
して薇調1)

須 恵 器 の破 片 を

含 む

組 文 の 追物 多 し

上 部 に 綱Eてσ琺置
構 あ り

黒 色 土 中 に 組瞑
の破 片 少 々 あ り

第 1図  遺跡付近の柱状図
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第 2節  遺 跡 周 辺 の 歴 史 的 環 境

本遺跡をとり巻いている本郷地区内の遺跡遺物について,こ れを考古学的見地から編年的に述べる。

、     本郷地区内における最古の遺物は今のところ三才山字本郷山中の渋池 (標高 1。 H5m)附 近から晩

期旧石器時代の切出形石器が採集されている。

1     縄文時代に入ると早期の粕畑式か上ノ山式が同所より出土している。

前期になる‐と下島直後様式が同じく同所から出土し,ま たこれより東方の袴腰山 (標高 1.600～

1.700m)の 西側中腹斜面より諸磯 B式が若干ながら発見されている。

洞の不澄池 (標高 860m)附近から,繊維土器が採集されている。下って原の下屋敷遺跡 (標 高

630m)か ら,黒浜式・諸磯A式土器が若干であるが出土している。

木遺跡に隣接する浅間温泉県営野球場の西北にあるゴルフ練習場からも先年諸磯B式が出土し,大

村の原畑からも少量ながら前期土器が発掘されてはいるがともにその量が少なく,遺跡を形成するま

でに至っていない。

中期の初めの上期は洞のすまず池附近でわずかに採集されているのに過なく。中葉になると勝坂式

上器が原の五反田遺跡 (標高630m)と 三才山の七本松遺跡で発見されている。

つづく加曽利 E式の土器は,三才山の声の田池 (俗称美鈴湖・標高 985m)遺跡,稲倉の和田遺跡

,塩辛遺跡,洞の塚田 。樋渡し遺跡がある。この稲倉・洞地籍のこれらの遺跡はともに女鳥羽川右岸

段丘上に連なる濃厚な遺跡である。

つぎに浅間温泉地籍内では,下浅間の西石川旅館や手塚農林など街地内から土石器や敷石遺跡が発
ヽ

見され,本遺跡に隣接する前記ゴルフ練習場からも多量に発掘されている。

大村では立石 。原畑 。塚畑・花塚などの広範囲に亘る遺跡からは,多量の前記同様式の土石器が出
)   

土しているほか,後期の堀之内形式土器が伴出されている。

後期遺跡は非常に少なく,上記遺跡と本遺跡のみである。

晩期になると更に少なく,本遺跡を除けばわずかに大村の原畑から検出されるに過ぎないのである。

弥生式時代の遺物としては,三才山の女鳥羽川上流中の沢入口附近から片刃石斧,同 じく一の瀬集

落内から大型広刃石斧,原の西原から大型広刃石斧,浅間温泉の大音寺址から大型広刃石斧,浅間橋

東側附近から大型広刃石斧が出土している。

土器としては,浅間温泉と大村との境の妙義山古墳の第三号墳の墳丘から後期箱清水形式の土器が

若干出土し,ま た横田の東裏で同期の壼が発見されている。このほか三才山芦の田池・番場池崚洞の

栗和田池周辺から箱清水式土器が発見されていると報ぜられているが,確認していない。何れにして

も本郷地区内での遺物の発見も少なく,遺跡も確認されていない。
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第 1表 本郷地区内遺跡,遺物分布表
O △ 墳

編 年

遺 跡艦

大 宇 。地嘔

考 古 学 時 代 区 分
編 年

遺 助名

大 宇 0地名

考 古 学 時 代 区 分

旧

石
器

組 文 時 代 誇檬喜 民 1日 組 文 時 代
生
代
弥
時

古 墳
時 代

早

期

前
　
期

中
　
期

後
　
期

晩
　
期

中
　
期

後

期

土
師
器

須
憩
器

古

墳

石
器
早

期

前
　
期

中
　
期

後

期

晩

匪

昨
　

慮

後
　
期

土
師
踊

須
恵
器

古
　
墳

lL7Ш ・渋   池
2       ・孝彗    圧漂

3  ・ 赤 羽 畑
4   ・ 芦 の 田 池
5      er口  `り  ′ミ

6       ・―― θう 沸頂

7  ・ 小 寺 尾
8  。高 松 入

9        0官  の  前

10  。が う しが入
11        ・江Z     坂

12       ・本     村

13  ・ 新 田 原
14    ・ノ」` 日 向
15       ・■ゴ 

“

K 
～
公

16稲 倉・柏  尾
17   ・ 高 井 の 入
18       ・2に     ¬F

19       ・ 0自     Fヽ
20        ・オ●     日日

21       ・お妥    E日

22       ・塩     辛

23洞 ・竹 の 上

24  ・樋 渡 し
25      o高    Lロ
26     ・ 日   影
27     ・ Eョ    1彗
お    。栗 和 田
29       oL口     城

30  。土 取 場

31       ・髪ヌ    E日

32       ・不  落豊 池

33原 ・塚 田 (11

34       ・ フヽ  日日 高1

35  ・穴 田 入
36  ・宮 地 坂
37     .Jし の久 保
38   。根 利 尾
39  o宮 の 上

40  o宮 の 下

41       .2菫     涯買

42  .下 屋 敷

43       。I 疹乏 E日
44       .髪ヌ    カ田

45       ・事千    現更
46  .塚 田 (2)

47   .小 屋 清 水

48水 汲・杵  坂
49   oタ   テ
∞         。西     原

51        ・ ,日ョ     日日

52       ・えK    汐受

53浅間 温 泉・雨  堤
54    .本 社 峯

55    o茶 臼 山

○ △

△

△

△

△

〇

○

○

△

△

　

△

〇

△

〇

△

△

〇

〇

〇

△

〇

△

△

△

〇

○

△

△

△

△

△

○

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

△

△

△

△

△

　

△

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

〇

△
　
　
△
　
　
〇

△

△

Ｏ

Ｏ

Ｏ

△

〇

〇

〇

△

○

△

○

△

△

Ｏ

Ｏ

○

△

Ｏ

Ｏ

Ｏ

△

　

△

△

△

○

○

○

ロ

口

○

○

○

○

O
D〔

○

○

bOとえFコ逝己月R・ 尚   UU

57   ・横 谷 入

58    ・ 山田 入
59    ・大 音 寺
60    。上浅 間
61   ・鳥 居 前
62         ・」R  添
63    ・念 仏 田
64    ・下 浅 間
65    ・下 高 田
66          ・柴   日日

67 。大 屋 敷

68   o柳 田

69   (堅
争 岳

70    ・飯 治 洞
71    ・真 観 寺
72 ・妙 義 山

73         ・剰ヨ  日日

74大 村・堂  田
75  ・新  切
76   ・寺   田
77       ・フト    ロ日

78  ・ く ね 添
79      ・ 1墨     濶尽

80   。塚 畑 (1)
81  ・塚 畑 (2)
82  ・塚 畑 (3)
83       ・原     畑

84   ・立  石
85       ・花     塚

86       ・達ヨ    添

87  ・大 輔 原
88      ・髪ヌ    日日

89   ・玄 向 寺 山
90       ・上     村

91   ・雪   中
勁 菊 浅 間 。国 司 塚

93横 田 .宮 ノ 後
94   .念 仏 寺 跡
95   ・五 反 畑
96       .西    裏

97  .古 屋 敷

98   ・八 反 田
99      ・コ巨    蓼疑

loo惣 社 .宮  北
101   ・車   塚
lo2    .′ Jヽ 松 境
lo3  ・町 屋 畑
lo4  ・宮  西
lo5  o惣  社
lo6      ・用里    当巌

107      ・貌聾    E日

△

△

△

△

△

○

O
○

△

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

△

△

○

△

△

○

○

○

○

○

△

△

　
　
△

△

△

△

○

△

O

○

○

○

0
△

○

○

△

△

△

△

△

△

Ｏ

Ｏ

△

△

△

△

△

△

Ｏ

△

〇

△

○

△

△

△

△

△

△

O

△

○

△

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

△

○

○

△

△

△

△

△

○

○

△

△

△

△

△

△

〇

△

〇

△

○

△
　
　
△

△

△

△

O

○

○

○

　

　

　

○

○
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土師器・須恵器の時代になると,急に遺跡の数が増大し,その遺跡には歴史時代に入る灰釉陶器を

伴っている。

三才山では官の前・郷士ケ入・泣坂 。高松入 。七本松などがある。稲倉には顕著な遺跡もなく,下

って洞では樋渡し。里畑附近と早落の水田下から出土している。

原においては,官の上 。宮の下・五反田。下屋敷など女鳥羽川右岸段丘上の諸遺跡と左岸段丘上の

塚田。穴田前からはこれらの包含層が発見されている。

水汲では西原地籍にて若干の遺物を見るも,集落西側河岸段丘斜面に築かれた五基の古墳を支えた

大遺跡は発見されていない。

浅間温泉地籍では,女鳥羽川左岸添の大屋敷 (浅間橋より本郷高校まで )と 東の山麓飯治洞,大村

境の細田などから多量に発見されているほかは,浅間街地方面からの発見は少ない。これは北から官

の入沢と東から横谷入沢・山田沢 (塔の入沢 )の小鉛流による押出しと,数次にわたる山の崩壊と堆

積によって2～ 5mが埋没しているので遺跡の発見は困難である。

大村地籍に入ると,堂田の大村廃寺址を始め,塩辛・寺田 。赤田・くね添 。堀田・塩水と続く大村

集落東側の水田地帯と同じく西側の畑地帯塚畑(3ケ 所ある )。 国司塚 。大輔原 。塚畑 。原畑・立石

などから遺物包含層があり多量に発見されている。なかでも塚畑地籍からは鍛冶屋跡が発掘されてお

り,ま た集落東北方の山麓字新切からは須恵器窯跡が 1基 と土師器・須恵器と混って鉄鎌が発掘され

ている。

横田では官の後 。原 。西裏 。東裏から若干ずつ発見されているほか,南部の古屋敷からは,多量の

発見を見ている。

惣社では南部の官の北・町屋畑・水付・下の丁などから出土しているが,特に官の北からは蚕業試

験場桑園として天地返しが行われた際には多量の発見があった事が報告されている。

古墳は去る昭和30年に学術発掘された浅間温泉の字上引山にある桜ケ丘古墳は 5世紀末から6世紀

始めの築造と言われ,こ れに続く古墳としては,明治 23年に発掘された横谷入古墳を当てているが,

これらよりも更に古いと目されているのは,街地の北方字茶日山の山頂に築造された茶臼山古墳であ

ろう。この古墳は直径20m余の円墳(中 世城砦として利用されているため破壊されている )は,浅間

温泉以南の地帯を目下におさめ得る景勝の地にあるところから,こ の古墳を以て桜ケ丘古墳より若干

古いものと推定している。これから述べる本郷地区内の古墳は惣社の車塚古墳と大村桃仙園古墳を除

いて 6世紀末から7世紀にかけてのものと思われる。                  
′

茶日山古墳から東北方約 100mの 山上には横穴式石椰を有する本社峯古墳がある。またこの東方宮

の入沢を距てた御殿山の中腹に 1基の古墳があった事を「 松本市史」上巻では伝えている。このほか

平坦地の大屋敷には 1号 と2号の 2基の古墳がある。

浅間温泉以外では,稲倉の高井の入古墳,洞の山城古墳 。高根古墳 (現在市内岡田町地籍に属する
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も地形的には洞地内と見られる )・ 土取場古墳と塚田 (かつて古墳があったことを示す地名 )がある。

原では西原古墳・下屋敷古墳・杵坂古墳 (地字塚畑 )と 塚田の地名が 1ケ所あり,女鳥羽川左岸の

穴田前には穴田前古墳と 300m位はなれて塚田の地名が残っている。

水汲では西方河岸段丘の斜面を利用した古墳が南北に 5基連なっている。

、     大村地籍では新切山 (浅間温泉の妙義山古墳 3基 を指す )に昭和 30年代に学術発掘調査の行われた

妙義山古墳群がある。

こ     このほか玄向寺山の西南麓の桃仙園のところに 1基の古墳がある。この古墳から甲冑の出土を伝え

ているところから,浅間温泉の桜ケ丘古墳と同年代の築造と推定している。またこの外平坦部にあっ

ては,かつて古墳があったことを示す塚畑が 3ケ所,花塚っ塚田の地名が各 1ケ 所残っている。

南浅間は昭和 49年 に大村から新しく分離独立したところで,こ こには国司塚があり地名国司塚が広

い範囲に亘っている。但しこの塚は天慶 7年 (西 暦 942年 )こ の地で没した信濃守紀文幹の墓とする

説があるので古墳と断定することはできない。

惣社では,市内里山辺下金井と接す る,惣社共同墓地の南に若干の覆土の一部を残す車塚古墳があ

る。この車塚は元禄 13年 (1700)惣社新切検地に「 御車塚」として開墾されている。この車塚の地名

は東に接する下金井地籍にも広が りを見せているところから,かつてここに前方後方墳か前方後円墳

が存在したことを明示している。

以上本郷地区内における遺跡の概要を述べたものであるが,詳細については第 2図及び第 1表 を参

照されたい。

(註)本 郷地区内の大字は,三才山・稲倉 。洞 。原・水汲・浅間温泉 。大村 。南新間・横田・惣社
の10ケ所にわかれている。

ヽ`
(倉科明正 )

・   参 考 文 献

1.本郷村誌編纂資料第三巻一昭和 31年一本郷村。本郷村誌編纂会

2.信濃浅間古墳一昭和 41年一本郷村

3.浅間附近における弥生・土師 。須恵遺跡とその遺物一昭和 41年一本郷村教育委員会

4.東筑摩郡・松本市 。塩尻市誌第二巻上一昭和 48年一東筑摩郡。松本市。塩尻市郷土資料編纂会

5。 東筑摩郡・松本市 。塩尻市誌別編地名一昭和 51年一東筑摩郡・松本市。塩尻市郷土資料編纂会
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第 2章  調 査

第 1節  調 査 に 至 る経 過

(1)

(第 1次 )

昭和 54年 4月 7日 (金 )曇,県文化課丸山指導主事,県企業局寺島主査,市教委神沢らにより,現

地にて打合せ。表面採集によると土師器の小破片が僅かに見られる程度であるが北側住宅および西南

約 200m附近よりも遺物の出土をみているため分布確認調査を行うこととする。

6月 14日 (水 )曇,市教委より中島豊晴氏に調査受託依頼。

7月 6日 (木 )曇,中島氏宅にて,中島 。信大生 。神沢らで調査体制打合せ。調査員には中信考古

学会員の全面的な協力を得るべく各会員にお願いすることとする。調査補助には信大考古学研究会が

あたることとする。

(第 2次 )

7月 17日 (火)第 1次調査の結果,特にAト レンチおよびCト レンチについては更に拡張調査す

る必要を感じ,調査団による協議の結果,第 1次と同程度の調査を行うこととする。これをうけて,

市教委では,県教委に報告し,第 2次調査を行うこととする。

なお第2次調査は,調査体制の立て直しのため, 8月 5日 より1週間の予定とする。

(2)

埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書

昭和 54年 6月 26日

委託者 長野県公営企業管理者

受託者 長 野 県 松 本 市 長

委託者,長野県公営企業管理者赤尾邦男 (以 下「 甲」という。)と 受託者松本市長和合正治 (以 下

「 乙」という。)と は,甲が行なう松本市大字浅間温泉字柳田地籍の南浅間住宅団地予定地内における

埋蔵文化財包蔵地 (以下「 遺跡」というo)の 発掘調査の実施に関する業務 (以下「 業務」という。)に

過経

男

　

治

邦

　

正

尾

　

合

赤

　

和
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ついて次のとおり委託契約を締結する。                    ,

(信義誠実の義務 )

第 1条 甲、乙両者は,信義を重んじ誠実に本契約を履行しなければならない。

(委託業務 )

`     
第 2条 乙は,別紙発掘調査計画書に従って業務を実施するものとする。

2 乙は,法令に基づく発掘調査に係る諸届出等を甲に代って行うものとする。

こ    (委 託期間 )

第 3条 委託期間は,昭和 54年 6月 26日 から昭和 54年 9月 29日 までとする。

ただし,発掘作業は昭和 54年 8月 31日 までとする。

(委託料及び支払方法 )

第 4条 委託料は,金 50万円以内とし,う ち 28万円については業務開始後 30日 以内に概算払をする。

(業務の実施 )

第 5条 乙は南浅間住宅団地造成予定地内, 5,200耐 の分布確認調査を実施し,遺跡の広がり性格を

把握するものとし,業務の実施にあたっては,事前に甲と連絡をとり,甲の施行する業務の

工程に支障のないように努めるものとする。

2 乙は,業務の施行にあたっては,作業か所に作業表示旗を掲げ,関係者に腕章等を着用させ

るものとする。

(作業日誌の作成 )

第 6条 乙は,発掘作業中,作業日誌を作成しなければならない。

(出土品の取扱い )

第 7条 発掘出土品の処置については,甲乙協議のうえ,乙が甲の名において,法令の定めるところ

により処置するものとする。

'    (決 算及び精算 )

第 8条 乙は,業務が完了したときは,業務に要した費用について決算を行い決算書を甲に提出する

ものとする。

2 甲は,前項の決算書の提出を受けたときは,当該決算書に基づき第 4条により概算払した金

額の残額について,約定した金額の範囲内において,乙 と協議して精算を行なうものとする。

(業務完了届の提出 )

第 9条 乙は,業務が完了したときは,調 査報告書に作行日誌を添えて,発掘調査完了書を甲に提出

するものとする。

(疑義の決定 )

第10条 この契約に定めるもののほか, この契約の実施に関し,疑義があるときは,甲乙協議して決
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定するものとする。

上記契約の締結を証するため,本契約書 2通 を作成し両者記名押印の うえ,各 自その 1通 を保有す

る。

なお 8月 14日 に第 2次調査の委託契約を結び,期間は 8月 14日 から 9月 29日 までとしたが, 9月      ♪

29日 に 12月 31日 までと変更した。

費用は 50万円で, 1次 2次合計で 100万円である。                          ゝ

(事務局 )

第 2節  調  査  日 誌

第 1次 調 査

o昭和 54年 7月 8日 (日 )晴

信大生によるグリット設定。北東の微高地を主として,南北にA-1～ 5, B-1～ 6,C-1～

7, D-1～ 7の 計 25グ リット100耐 を設定。 (第 3図参照 )

o7月 9日 (月 )晴

発掘作業開始。中島,倉科,信大生 14名 らにより,A-1～ 5, B-1～ 5の各 グリットに入る。

全般に土師,須恵小破片少量出島

o7月 10日 (火 )晴

中島,倉科,信 大 16名 らにより前日に引き続き掘 り下げる。 なお C-1～ 4,グ リットにも入る。

全般的にみると須恵器片は少なく縄文中期,晩期,土器片,凹石,石鏃等縄文期の遺物が多い。

A-5, C-1。 2よ りは第 2層粘土層下,第 3層 (黒色土層 )最上部より人頭大よりこぶし大の

礫層が検出された。

o7月 H日 (水)曇

中島,倉科,大久保,信大生 15名 らにより前 日の継続のほかD-1～ 3・ 5グ リットも掘る。他に

A-4・ 5, B-5の セクションをとる。遺物は一部土師,須恵,灰釉があるが,中心は縄文土器

である。遺構はどのグリットにも検出されない。

o7月 12日 (木 )晴

中島,信大生 18名 ,松商生徒 14名 らにより前 日の継続作業。 B-2の 第Ⅲ層最上部層の礫は東か

ら西へ傾斜してお り,そ こより縄文土器片が出土する。 B-3も 同様であり加曽利 E式土器片出土。

A-4, B-3・ 4, C-2の セクションをとる。 C-5よ りは第Ⅲ層より有柄石鏃 1点 ,打石斧

1点が出土。 C-4グ リット発掘開始。本郷小学校生徒見学に来る。
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o7月 13日 (金 )曇

中島,信大生 19名 ,松商生徒 14名 らにより前日の継続作業。A-2グ リットの北側拡張部をA一

6と し,A-1の 南北を拡張 し,A-7・ 8と する。遺構はどのグリットも確認できない。
o7月 14日 (土 )晴

中島,大久保,小林,三村,山越,信大生 17名 らにより,A-1の 拡張部,A-8の 掘 り下げ,B
-6, C-4～ 7, D-3・ 4の各 グリットの掘 り下げの他,セ クション図をとる。特にC-7は

礫層の上に縄文晩期の土器片が多数出土。D-3・ 4か らは何も出土しない。 C-4か らは縄文中

期土器片,磨石,凹石等が出る。

o7月 15日 (日 )曇

中島,大久保,三村,山越,′森,浅輪,信大生 18名 ,豊科高生 3名 らにより,A-1の 拡張部 (A
-9,A-11),A-2の 拡張部 (A-10)お よびDグ リソトを中心に掘る。A― H隅 より釣手型

土器が立った状態で出±6そ の東南は一面に焼土があり,厚い。 C-7か らは縄文晩期土器片多数
出土。全体測量を行う。当初 15日 で完了の予定であったが,釣手型土器が出たため 1日延長する。

o7月 16日 (月 )晴

中島,倉科,信大生 13名 らにより行 う。 A一 Hと A-1の 対角線を結んだ地点より小型の埋甕出

土。そのほか A-1東 壁より縄文中期土器片が出る。落ち込みになるらしい。他に北東隅に炉石出

る。またその近 くよりは土器片が多く住居址が重なっているらしい。 しかし今回は作業 日程が終っ

たのでとりあえず,第 1次調査は終了する。夕刻 A-1拡 張部分とC-7を 残して各 グリットを埋
める。

(白崎 卓 )

第 2次 調 査

o昭和 54年 8月 5日 (日 )曇 のち晴

調査団。中島,倉科,大久保,三村,小林,横 田,補助員。三村 (駒沢大生 ),向 山 (金沢大生 ),

山本 (専修大生 ),丸山 (独協大生 ),中込 (穂高商高生 ),高野 (深志高生 ),手塚,砂原。

事務局,神沢。

朝 8時半に現場に集合。今回は第 1次調査におけるA-1お よびC-7の 2箇所を拡張し,調査す
ることに決定。 8時 45分 ,パ ノクホ~に よりA-1拡張区の表土 (灰褐色土 )を 現地表面よリー 20

cm程度除去する作業を開始する。引き続き 11時半よりC-7拡張区の表土はぎをバ ックホーにて行

なった。

〔A-1拡 〕東方向へ 3コ,北および西方向へ 2mずつ拡張を行なう。表土除去後,遺物包含層で

ある黒褐色粘土層の掘り下げを行なったが,極めて粘性強く。硬い土質のため作業は難行する。こ
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の層からの出土土器片はかなり脆い状態で,かつ勝坂期 。曽利期・加曽利 B期 。及び須恵器片が混

在していた。さらに掘り進めたところ,午後になって北拡内 (第 2号住居址上面集石 )と 東拡 内

(第 3号住居址上面集石 )の 2箇所で集石が確認された (現地表よリー 60 cm前後 )。 前者は円礫中

心,後者は角礫中心と特徴があり,主な出土遺物としては前者直上に土製円板 1,凹石 1,後者直

上に打製石斧 1,凹石 1,小型石棒 1が みられた。

〔C-7拡 〕北および東方向へ 2mずつ拡張を行なった。表土除去後,黒褐色粘土層の掘り下げを

行ないっ堀之内式期の土器片および磨製石斧,打製石斧が出土した。

午後 5時半作業を終了する。

o8月 6日 (月 )曇 のち雨

中島,倉科,三村,山越,西沢,手塚,向山,三村 (イ ),丸山,中込,三村 (り ),小山,官 田。

午前 8時半作業開始。

〔ATl拡 〕昨日確認された集石の検出作業を行なったが,東拡内の集石中に多量の土器片が混在

していたため,かなり時間をとられてしまった。縄文中期の土器片および石鏃,打製石斧等が出±。

また,西側拡張部を精査したところ,こ の部分には黒褐色粘土層がみられず,表土下層の暗褐色土

直上に直径 lm前後の 2箇所の円形集石を確認した。

午後 5時前後より降雨のために 30分程作業を中断したので,本 日は午後6時半まで作業を延長する。

o8月 7日 (火 )雨 のち曇

中島,神沢,大久保,西沢,倉科,三村。早朝より降雨激しく,作業の開始があやぶまれたが,午

前 9時半ころ雨も止み 10時 より作業を開始。 本日はA-1拡のみ調査を行なう。降雨により溜っ

た水を除去し,昨 日に続き各集石の検出作業を行なう。無文の土器破片,石鏃,凹石,剥片石器等

が出土。本日より集石の実測を開始し,夕方までに80%程度終了。 明日より集石の石を取り除き,

第 1次調査で発見された集石下の炉址を中心とした住居址 (第 2住 )の調査を始めると決定。午後

5時半作業終了。

o8月 8日 (水 )晴

中島,西沢,大久保,倉 科,三村,横 田,神沢,山本,向山,三村 (イ ),丸山,手塚,高野,中

込。

〔A-1拡 〕午前 8時半作業開始。午前中に集石実測図およびグリット内集石位置図作製を終了。

まず北拡内の集石除去を行なったところ,集石下より多数の土器個体が出土。作業は,覆土と床面

との差違判断が非常に難かしかったため,す でに発見されている炉址から床面を追う形をとったが,

本日はピノトおよび壁の一部を確認するにとどまった。なお,床面直上には加曽利E期の土器個体

1が見られただけで,他の上器個体は床面から5 cm～ 10m程浮いて出土していた。東拡グリット南

壁集石直上部からコップ形小型土製品出±。
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〔C-7拡 〕拡張部の掘 り下げを行ない,土製円板 3点,注 目土器注目部を含む多数の土器片およ

び打製石斧:磨石等が出土。午後 6時半作業終了。

o8月 9日 (金 )晴

中島,倉科,山 田,三村,西沢,手塚,山本,向 山,三村 (イ ),丸 山,島 村,堀江,中込,赤木。

〔A-1拡 〕午前 8時半作業開始。昨 日に引き続き,住居址の床面 。壁の検出,精査および東拡内

の集石除去作業を行なう。床面はあまりはっきりしておらず,炉址の周辺に焼土・炭化物が厚さ 2

～ 3 cm程堆積していた。壁は現時点では北壁の一部がはっきりしているだけである。また東拡内の

集石下は他と比べ覆土が深いため,も う一軒住居址 (第 3住 )があるものと思われ,掘 り下げてみ

たところ土器個体が密集していた。典型的な縄文中期土器廃棄形態と思われる。なお集石中に石皿 ,

打製石斧が含まれていた。

〔C-7拡 〕昨日に引き続き掘 り下げを行なった ところ,拡張区全面に渡って集石が確認されたの

でその集石の検出作業を行なう。上製円板 2点 をはじめとする多量の土器片は集石中に食いこむ様

に出土してお り,縄文後 。晩期特有の出土状態であった。石鏃出土。午後 5時半終了。

o8月 10日 (金 )晴

中島,大久保,三村,倉 科,山 本,向山,三村 (イ ),丸 山,三村 (り ),高野,本郷小学生10名。

A-1拡 は第 2住炉址内の精査及び第 2住床面と壁の精査。炉址内上層覆土より骨片を検出,ま た

炉址床直上中央部分に八角形の土器が逆位に置かれていた。本日で第 2住の精査を終了。第 3住は

昨日に続き掘 り下げを進めるが,土器が多く難行する。第 2住南東部床面が第 3住の上に貼り床さ

れているものと判明。凹石,石鏃等が出土。 C-7拡 は集石の検出作業。東拡内より高不脚部 (7)

が出土。連日猛暑が続き参加者全員が′くテぎみであった。

o8月 H日 (土 )晴

中島,倉科,大久保,浅輪,三村,西 沢,丸山,向山,三村 (イ ),山 本,三村 (り ),中込,高

野,小学生 9名。

A-1拡 は第 2住の清掃,写真撮影及び実測図作製。第 3住は掘 り下げを継続するが,土器個体が

多く,い まだ床面に達せず。石槍,凹石出土。 C-7拡 は,集石の写真撮影,実 測図作製。終了後 ,

石を取 り除いたところさらにその下に石が続き厚い堆積の集石と思われ,遺構としての確認は難か

しい。土偶胴部出土。

o8月 12日 (日 )晴

中島,山越,三村,倉科,浅輪,神沢,横田,向 山,山本,三村 (り ),高野,中込,宮沢,高木 ,

牛山,上原,竹村,宮 沢 (ア )。

午前 9時作業開始,午後 5時半終了。 A-1拡 は第 2住実測図作製終了。炉址内土器の取 り上げ炉

址床の精査。炉址床直上には石が 3個平坦に置かれ,他 は粘土。焼土層も不明確で火熱を強く受け
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た状態ではなかった。貼 り床内に炭化物が散乱。第 3住,出土土器を写真撮影後取 り上げる。勝坂

期のものと思われる。 C-7拡 は集石の精査。多量の縄文晩期土器片,石鏃,打製石斧等出土。遺

構としての確認はできない。本日で一応第 2次調査は打ちきりとし明日からは残務整理期間とする。

作業終了直前,激しい降雨にみまわれたため,急拠,遺物を団長中島豊晴氏宅へ搬入する。

・    o8月 13日 (月 )晴

神沢,宮城。第 3住床面確認、精査。昨夜来の降雨のため溜った水の除去に手間どる。

(_   o8月 14日 (火 )晴

横田。 C-7拡 部西北隅集石の精査,掘 り下|九

o8月 15日 (水)晴

中島,横 田,島田。 A-1拡 は第 3住床面確認終了。床面の精査。 C-7拡 は昨日に引き続き集石

の掘 り下げ,精査。薄手の鉢,星形石鏃等出土。

o8月 16日 (木)晴

中島,横 田,三村,島 田。第 3住の床面精査。 C-7拡 は集石の精査。土偶顔面等出土。 AoC両

区ともシー ト等で覆いをかける。テントの撤収。

(山本紀之・丸山正一郎 )

8月 29日 (水 )晴 西沢,横 田,神沢,大 日向にてC-7集 石遺構北側精査および集石測鼠

8月 30日 (木 )晴 西沢,横田,神沢,大 日向にて前 日に引き続き作業を行なう。

8月 31日 (金 )晴 西沢,横田,神沢,大 日向により作業を行ない,本 日をもって完了させる。

9月 18日 (火 )晴 夜,中島団長宅にて,中島,倉科,大久保,山田,三村,西沢,神沢らにて,

報告書執筆分担および,遺跡名について検討し,当初使っていた
｀
からおけ遺跡、を柳田遺跡 とする。

(事 務局 )

第 3章  遺   構

第 1節 住 居 址

(1)第 1号住居址  (第 4図 。図版 2)

本址は発掘地点の北側で第 2,第 3号住居址に接してあり, グリッドMではA-1, 8, 9,Hに

あたる。しかし,第 2,第 3号址との切り合い,及び柱穴,壁の不検出等により,そのプランは不明

であるが,一面に焼けた焼土を中心として,こ の遺構を第 1号住居址とした。

本址の覆土よりは遺物の出土は僅少でありその中央とも思われるA-1北側より焼土及び炉石らし
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き石が検出され,ま た灰色の粘土塊

を検出した。また東側最下層部の粘

土層中より,かなり大きな土器片が

発見され,こ れが後日の調査により,

第 3号住居址の「 土器だまり」の
二

部と判明した。

全体の北側寄りには準大から人頭

大の礫があり,その礫下には一面に

焼土が広がってお り,その厚さは 4

～ 12 cmで, その北西端より釣手土

器がほぼ完形のまま立った状態で検

出された。釣手土器より南東約 45°

に長さ37 cL径 3 cm内 外の生焼け

炭木・栗材が途切れ途切れに連って

≒::=¬
轟F義ミロ夏豊ぜなき誓準=聖塾具====手
第 4図 第 1号住居址実測図 (1:60)

釣手型
土器

検出された。

釣手土器の検出状態は,その上端を第 3層 (黒色土,-60～ -100 cm)に底部は第 4層 (褐 色砂

土 )に位置していた。釣手最上部ょり約 120 cm下 った位置から,胴部浅鉢の口唇部の立ち上りやや下

まで,釣手型土器を中心にして,東西径 30 cmの 範囲で,東側は 1 5 cIIl,西 側約 7 cmの 焼土が被われて

いた。底部には焼土の附着はなく, 2～ 3 cmぐ らいの褐色粘土まじりの砂層に埋没し,その直下は固

い小円礫まじりの黄褐色砂層が検出された。更に釣手土器より数cm西 北焼土下には,強固な立ち上り

が認められ,或 いは第 1号住居址のプランの一部かとも推察される様相を示していたが,遺構が褐色

土層中であり,円礫等の混入があったため,確認できずに終った。

また当初炉石かと思われた石の西側に長径 38 cmの石皿 (第 32図 )が伏った状態で検出され,東北

に接して焼土の中から小型の完形鉢型土器 (第 11図 2)が立った状態で検出された。その南約 lmに

60× 50 cmの青色粘土塊が検出された。

(宮城孝之 )

(2)第 2号住居址 (第 5図 。図版 4)

第 2号住居址は,その南部が南接する第 1号住居址との間で一部切 り合いがみられ,明確な全体像

を掌握することはできなかったが,今回の発掘調査においては,唯一のかなりまとまった竪穴住居址

として, とらえることができた。規模は,そ の上面径がほぼ東西方向に 525 cmを記録し,南北方向は,
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2号住居址

第 5図  第 2号住居址実測図 (1:60)

0→ 焼 土
一 → 炉 石 の掘 り込 み

◎→土器(邸い )

南部の輪郭を欠くものの,推定される長さは約 460 cIDで,全体 としては,不整円形乃至は隅丸方形状

を塁するものであった。

周壁のつかめた南西部から北部,東部にかけては,堅穴内の壁にそって周溝がめぐってお り,そ の

巾は約 10～ 20c町 深さは 5～ 12 cm程度であった。壁高は,西 壁が約 13 cm,北 壁が約 17 cm,東壁が

約 0～ 5 cmで比較的浅く,南部では確認できなかった。 ビットは址内に 7箇所認められた。 Plは西壁

に接 しており,その上面径が東西 54× 南北 80 cmを記し,深 さ約 25 cmの不整形を示してお り, P2は

上面径 50× 50 cm,下 面径 15× 20 cm,深 さ 51 cmo P3は 上面径 55× 60 cm,下 面径 20× 25 cm,深

さ 47 cmo P4は 上面径 30× 40 cm,下面径 20× 35c巧 深 さ 18 cmo P5は 上面径 35× 40 cm, 下面径

15× 20 cL深 さ 30 cmo P6は上面径 30X40 cL下面径 20× 25 cm,深 さ 15cmo P7は 上面径 45×
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55 cm, 下面径 20× 30 cm,深 さ21 cmをそれぞれ記録する。この中,本址の主柱穴とみられるものは,

P2,P3,P5,P7で あろうと推察される。 P3の ビット内には,黒褐色土に混じて柱を固定したと思わ

れる石詰が若干認められる。 P4は浅く,穴の方向が北を向いていて,本址とは直接関係がない様に思

われるし, P6も 浅く,内部にはこぶし大程度の石 3個が認められる。床面は平坦で固い仕上げとなり,

凹凸なく状態は良好であった。址のほぼ中央部に石囲炉が検出された。石囲炉の外径は,東西方向に

長軸をとって80 cmを数 え,短軸は南北方向に 65 cmを記録する。 内径は東西 60 cEl,南 北 43 cmで あっ

た。炉は 4面 を石で囲い,その平面径は,南側9石が 18× 67c町 西側は 15X38 cmと 12× 15 cm,

北側は 15× 48 cm, 13× 16c■,東側は 15× 36c口, 6× 9 cmの 石が組合わされていた。炉床部は,

こぶし大の礫を敷きつめ,その上に約 2 cmの 粘土を張り,炉床を固めて調整し,仕上げをよくしてお

り,炉底は意外に浅く,その炉壁の高さは,北 と南が約 14 cm,西 が 1 3 cIIl,東 が 9 cmであった。炉内

には木炭化物の粉末を含む黒味をおびた土と,そ の底部にうすい焼灰を残す堆積が認められ,中央ほ

ぼ西寄りの炉床に, 日縁部をつけて倒立する,曽利 1式相当の小形欠損土器が, 1個 おかれていた。

土器内には,炉内と同様の木炭化物が入り,動物の火焼骨の細片が 2, 3認 められる。叉,炉址の西

側の石に接して,その外方に 15× 20 cm,厚さ5 cm程の焼土の堆積を認める。

(大久保知巳 )

(5)第 5号住居址  (第 6図・図版5)

本址は第 2号住居址の調査の過程で,拡張グリット東南部に存在が推定され,調査終了直前に床面

が確認された竪穴住居址で,本址直上第 3号集石の精査中に深い落ち込みとなって発見された。表土

下 91 cm,第 4層 (褐色砂土 )よ リー25 clllを 計り, 床面より約 4 cm上部には厚さ18c国の一括土器群が

検出された。本址が検出された東南部拡張グリッド設定範囲はその東側で筒井通矩氏の私有耕作畑地

に境界し,南側は大量の排土が集積されていて,拡張作業は期間その他の制約により不可能であった

為に東側,南側ともに未掘をよぎなくされた。西側及び北西部は第 2号住居址によつて切られ, レベ

ル差 25 cm上 部の第2号住居址の貼床の下部に埋没覆われているものと推定される。従って,プ ラン及

び規模については全く不明のまま調査を打ち切った。

遺物は床面直上約 4 cmの 極めて粘着力の強い第 3層 (黒褐色粘土層 )の覆土より検出された石槍 1

点,凹石 5点の石器と,掘 り下げ範囲及び周囲の側壁内全体に約 18 cm内 外の厚さで,足の踏み場もな

い程の大量の上器が,強固な粘土に張りついた状態で,大部分が横体位で散乱状に出土した。土器個

体数は約 20個に及んだが半完形品ないし,それに近いものと破片のみで完形品の出土はみない。

尚,未掘部分の四方に拡がっている埋没土器片の追求を断念したことは,そ の全貌を知る為にも誠に

遺憾に堪えない。東西 200 cL南 北 200 cmの 不整方形状の確認範囲が余 りにも狭小の為,南西部隅側
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壁下の床面上に炭片の散乱を検出したのみで

住居址を確認する何等の遺構,遺物を他に床

面上に検出されていない。尚,検出された床

面も褐色砂土なるが故に乱れも見られ明確さ

に欠ける嫌いがあった。

第 3号住居址は,5～ 20 cm上部の覆土より

出土の遺物の遺存状態から推察して,か るゝ   A
大量の勝坂様式土器の半完形品の蝿集状態は,

土器捨て場,中期中葉勝坂期に類例の多い吹

上パター ン(松本平に於ても,古 くは塩尻市

平出,片 丘小丸山 6号住,東筑波田町麻神,   ユ

朝日村熊久保,南安三郷村南松原遺跡等があ

る )所謂る土器溜 り的な様相を呈し,竪穴住

居址廃絶後の凹地を利用しての二次的な特殊

遺構面 とを併せ持つ竪穴住居址と推定される。

０
“
Л
ト
ー
ー

0         1●

第 6図 第 3号住居址実測図(1:60)

即ち,本址廃絶後,こ の凹地を利用し,何等かの宗教的な行事が行なわれたものと推定される。

本址の時期は覆土より出土した土器勝坂式をもって,中期中葉勝坂期に位置するものと思われる。

発掘精査後セクション断面図作成時,南 東隅部側壁下に炉石と思われる露出部 1 0 cIIl× 12 cmの 長石

が検出され,探索の結果表土下 107 cm(第 5層小円礫混 り黄褐色砂層 )よ り下層にかけて拳大～小児

頭大の円礫が東壁から南壁にかけて乱れ落ち込んで検出され,東側壁面下には平板状円礫にはさまれ

て,斜 目に口縁部を下方に向けて,横体位の状態で土器片が出土した。明らかに第 3号住居址とは異

なるものと思われるもそれらの礫は炭片を噛み,明 らかに火を受けた痕跡が観察された。

(三村 肇 。川越正義 )

第 2節  集 石 遺 構

(1)第 1,2号 集石 (第 7図 。図版 2,3)

本遺跡の, 1号及び2号住居址の上面に所在した集石遺構は,第 2次発掘調査時において,表土下

約 30 cmの第 2層内に検出される。然しその南西部は,第 1次発掘調査時において,発掘された該当範

囲が僅かであったのと,上方よりの土石流出による堆積と判断されて,すでに除去されており,失わ

れていた。従って,集石は完全な姿ではとらえることはできなかったが,その分布範囲は, 1号住居
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第 7図 第 1,第 2号 集石実測図(1:60)
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址の 1部の上面と, 2号住居址の上面にわたるものであって,ほぼその輪郭はつかむことができた。

それによると,規模は東西方向に長軸が走り約 450 cmを数え,短軸は南北方向に走って約 340 cmを記

録し,隅丸の長精円状の堆積を示していた。集石密度はかなり濃く, 下層調査のため除石した際の調

べでは,総個数が約 468個であった。集石を構成した石は,地元産の助岩質の角のとれた自然転石で

殆んどじめられており,割石は全体の 1パーセント程度で,量的にはすくなかった。石の大きさは,

大が8× 25× 37c町  15× 21× 30 cm, 10× 30× 30 cm程度で約 10個位,人頭大のもの若干の他は,

こぶし大程度の礫が大部分をしめていた。この集石内より,別項詳述の凹石,石鏃等石器類と,個体

のややまとまった土器を含む土器片等が混在した。土器類は,縄文中期中葉の,加曽利E式の初期段

階の施文を示すものが多く,集石構築時期の解明に手がかりを与えている。

(大久保知巳 )

(2)第 5号 集 石  (第 8図 。図版3)

本址は,第 2号住居址の調査の為設けられた拡張区の東

南部発掘中に発見された。表土よリー40 cm, 第 2層 (赤

褐色粘土層 )に遺存し,径東西 290 clll,南北 240 cmを計り,

や 不ヽ整方形であったが一部西側は第 2号住居址を覆って

いた。併行して検出された第 2号集石と同レベルから東南

に-10 cm深 く傾斜状に落ち込んでいた。尚,第 2号集石の

円礫に比し本址は角礫が主体をなして一部焼け石が混在し,

不鮮明ではあったが,第 2号集石と本址との間には区画が

見られ,明 らかに相違が感じられた。集石の直上及び集石

内には大量の土器が蝿集していた。更に中央部には 1l cm×

125 cmの 方形 ミニ石囲いが検出され,鉄平石の蓋で覆われていた状態で検出され,祭祀的な特殊遺構

の様相を示していたが精査の結果,遺物の検出を見なかった。然し,少 し離れて径 2 cm,長 さ4 cmの

土偶の下肢部が 1点発見された。本址を構成している石材は安山岩河原石が主体で,挙大がもっとも

多く,最大は 40 cm× 30 cmであった。総数は約 127個 を数えた。尚,本址の包含層の第 2層 (赤褐色

粘土層 )は乾くと強靭となって移植ごてが曲る程の固いプロックとなって発掘作業を困難とし,土器

表面の紋様が剥れ,不鮮明となる恐れもあり,水まきをしながら調査を行なった。

遺物は,10数個の打製石斧,黒曜石片,凹石の石器と大量の上器片が出土した。土器片は加曽利 E

期に比定されるものが全体の大部分をしめ,他 に 2点の須恵片が混入していた8

本址の集石は自然堆積より人為的な働きかけによるものと推察しても大過ないものと思われる。一

第 8図  第 3号集石実測図(1:60)
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部ではあるが火熱を受けた痕跡のある角礫, 2次焼成を受けたと思われる土偶の打ちかヽれた脚部 1

片の出土,そ して, ミニ石囲いを見ても明確であろう。

(三村 肇・山越正義 )

第 5節  縄文晩期遺物出土地点  (第 9図 。図版H)

本地点はC-7グ リットを中心とするものであり,集石とともに多数の縄文晩期遺物を検出した地    。

点であるが,遺構の確認ができなかったため,表記のような呼称をもって記述するものである。

本地点は今回分布確認調査の中央南端に位置し,遺跡全体としてはほぼ中央に当るものと思われる。

なぜならば今回調査以後も,こ の南側水田土手より縄文晩期遺物包含層が表出しており,かなりの土

器片が採集され,一部には生活面を感じさせる焼上の存在があるからである。

本地点は縄文中期土器を出土している第 1～ 3号住居址に比して南へ 70m隔たり,比高は第2号住

居址床面より60cm高 い。

耕作土層,褐色土層の次に黒色土層があり,こ の層中に礫および遺物が散乱しており,扁平の大型

の石は北西―東南方向にやや直線状に数個,同一レベルで連なり,一部の石には焼痕,擦痕も認めら

れた。また長径 25 cm程度の石が集中的に敷かれた部分が,東北部に 1基 (8ケ )北部に 1基 (5ケ )

あり,こ れらの石に限定すると,やや円型の基盤をつくる。

北側部分の集石は北奥へ拡大する傾向であり,遺物包含層は北方へやや傾斜して上る。北西部には

黒燿石ell片 が集中的に多く,やや大型のプロック状の剥離痕のあるものも多い。 トレンチ西壁の南寄

りで集石が直線上に断絶する。

集石は直径 10 cm程度の礫下に扁平な大型石が存在しているが,礫 と土器片との関係, あるいは生

活面の確定などができず,ま た範囲についても調査面積は少なく,判断が下せない。

ただ周辺ではほぼ真南へ約 900m隔てた大村 312番地地籍で同様な集石状態で,多量の縄文晩期土    ・

器片が出土しており,ま た2,200m南西よりの女鳥羽川河床における女鳥羽遺跡からも同様状態で遺物

の出土をみていることなどから,同時期の遺跡と思われる。

(西沢寿幸・浅輪俊行 )

第 4節  その他 の グ リッ ト (第 10図 )

(1)Aグ リッ ト

Aグ リットは遺跡の最東部の南流する水路から約 20mの地域に 2× 2mの グリットを北から1, 2
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第 9図 縄文晩期遺物出土地点実測図 (1:60)

・ 3, 4・ 5と 設定し, 1と 2, 3と 4グ リノトの間隔は各 10mでぁり,A-1で は住居址検出のた

め拡張 し, A-2, 3で は北側に 6,10と 拡張 した。

A-1を 中心 とした地点は住居址の項で述べているのでここではA-2を 中心とした地点 とA-4,

5の 地点について述べると,A-2地 点では準大から人頭大の石が多量に出土し,特に北側寄 りに厚

くあった。これらの礫と共に土器 。石器が混入していたが,集石遺構とも言い難 く,ま た土器片は角
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摩耗しているなど,自 然流を思わせるものである。

地層は耕作土,茶褐色土,黒色土,褐色土層で,遺物は第 2層最下層より第 3層の黒色土層に散在

していた。

A-4, 5地 点では黒色土層に至るまでに漸移層があ り,遺物は黒色土層に多いが,礫,土器片の

量は少なく,遺構はない。出土土器片は縄文中期がほとんどで,僅かに土師,須恵の小片が混ってい    °

る。

(2) Bグ リッ ト

Aグ リットの西側 12m離れて,南北にB-1～ 7ま でに, 5プロノクにほぼ 10mお きに設定した。

この間には 3段の落差があるが, B-2の 場合,地表下 50 cmの第4層黒色土層上面より縄文中期土器

片が検出され,地表下 80 cmの 黒色土層中に砂礫,人頭大の礫があり,マ イナス 100 cmで摩耗のはなは

だしい小土器片 1点 を検出し,更に 150 cmで は黄褐色の砂礫層に変っている。これらによると河川の

氾濫による堆積と思われ,上部黒色土層面では遺構の検出ができなかった。

この他のグリットについても大同小異であり,地表下40～ 50c口の黒色土層より遺物が検出されて

いる。

(3) Cグ リッ ト

Bグ リットの西側 12m離れて南北にC-1～ 7ま で, 2, 3の 連続を除いて 10mお きに設定した。    .

C-7では縄文晩期遺物の出土が多く,拡張調査して別項で述べてあるので省くが,C-4を 中心と

して全般についてふれると,遺構は 1ケ所も検出されなかったが,各 グリットには遺物の出土があっ

た。 C-4では地表下 65 cmの小礫を含む黒褐色土層より縄文中期土器片および凹石 。磨石等が検出

された。土器片はいずれも摩滅している。 C-4で は比較的土器片がまとまって出たが,他 グリット

は散発的である。

(4) Dグ リッ ト

遺跡の西側にあり,Aグ リソトから30 cIIl西で北からD-1～ 7の 7グ リットを設定した。D-1,

2,D-3・ 4,D-5・ 6はいずれも接している。各グリットとも遺構の検出はなく,遺物も他グ

リットより少なく,石鏃 1の 他縄文土器片,須恵器片少礫片を出土したにすぎない。

(官城孝之 。白崎 卓 )
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A■ 6.2.3西 側 セ ク シ ョン

Ⅲ茶褐色土層

Ⅲ黒色土層＼
Ⅳ得色土層

B-5東 側セクシ ョン

B-4Jml」セクシ ョン

第 10図  A～ Dグ リッ卜集石およびセクション図
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第 4 遺

第 1節  土 器・ 土 製 品

(1)第 1号住居址出土土器  (第 11・ 12図 。図版 6。 7)

第 1号住居址およびその覆土からは比較的遺物が少なかったが,優品の釣手型土器と小型の鉢型土

器の出土があった。

1は ,無文深鉢の日縁部とその底部であるが ,

中間胴部がなく,全体の高さは不明であるが ,

Iヨぎ35 cm程度 と思われる。 器厚は 0。 8～ 12mm

で,底は無文の平底である。色調は,黒灰色を

呈し,胎土はよわくもろい。 1号住居址東側よ

り出土。

2は ,後述の釣手型土器とほとんど同時期の

完形の鉢型土器で口縁上部に施文があるほかは

無文である。丸い小ぶ りの把手が一対あり,そ

の上部は平らで日縁と連なり,隆 帯の唐草文が

施され,日 縁には,大 きな波状にも似た隆帯が

2ケ 所あり,唐草文と波状文の間の 4ケ 所にた

てに,二本の隆帯を施している。胎土は良いが,

焼成がややよわく,やゎらかな感 じを与え,色

調は胴部は,茶褐色であるが日縁は,黒色を呈

しており火にあたったことをうかがわせる。この土器の使用については,文様が上面のみに施されて

いる点からして,上から見下すような低い位置におかれていたものと思われ,後述の釣手型土器とと

もに一般 器とは思えない。

3は ,釣手型土器であり,特殊な形態であるので出土状況をも含めて  項を改めて詳述する。

(宮城孝之・白崎 卓 )

釣手土器 出土状態及び考察  (第 12図 。図版6)

釣手土器はA一 Hグ リノトの西北隅の堆積土を除去,焼土 レベル迄の掘 り下げ作業中に発見された。
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第 3層 (黒色土 )に直立した形状で南々東に正面 (或いは裏面 )を 向けて,釣手の頂上部分が片面の

貼りつけ隆起渦巻紋が削り取られて出土した。上端は表土下 50 cmに位置していた。第 1号住居址検出

の竪穴地床炉より,A一 Hグ リット西北隅の側壁に向かって拡がりを見せる焼土は, 4～ 12 cmの 厚さ

を持ち,そ の先端は山形を呈し,釣手土器をすっぽり包む状態で終っていた。尚,炉の中心から釣手

土器の方向に倒れ込むような状態で検出された炭化材との関連性が伺われた。

釣手土器の埋没状態は釣手頂上部より約 〕2 cm下った位置より1同部浅鉢の口縁よりやや下った位置ま

で焼土に被われていた。底部は褐色粘土まじりの砂層に接し,その直下は固い小円礫まじりの黄褐色

砂層となっていた。更に釣手土器より数cm西北焼土下には 1号住居址の側壁とも感じられる土層が認

められた。

尚釣手土器は底部外面に焼土の付着が見られる所から,黄褐色粘土混り砂土に置かれた可能性が強

く感じられた。底部の特徴的なヒビ割れは落下時の衝撃によるものと考えられる。叉第 1号住居址の

焼土の厚さと拡がりは 1度や 2度の火災による堆積とは考えられない点や, 60× 50 cmの青色粘土塊

及び焼土内から検出された完形小型浅鉢を併せ,特殊遺構に伴う祭祀的要素を有する釣手上器の位置

付けが必要かも知れない。

釣手土器は,底径 12.5 cm,最 大巾径 24.5 cm,高 さ26.5 cm,重 さ2.5 kgで , 日縁部 (鍔 )の 巾約 5 cm

cm,器厚 1.4 cDlに 沈線を施し,釣手と90度の位置に半肉彫の右巻き渦巻文様を描き, 隆起している

が,両面の沈線は異質で,片方は沈線に添って施された連続刺突が極端に少なく,正面と裏面の区別

を示している。釣手部分は正三角形状で,釣手基部より厚さ9.9%, 高さ4 cmの 板状粘土帯を巾 5 cm

で,断面を「 □ 」状に両端を立て,その空洞部分を4ケ所で覆うように橋状に,厚 さ 12.3場 の平行沈

線を施した板状粘土板を貼 り付け接合させてあり,釣手部分の施文方法は,頂上部正面に渦巻文を貼

りつけ,空間部を余す処なく自在に曲,直線沈線で飾ってある。1同部浅鉢部分は無文で,釣手基部直

下には強固な把手 (耳 )が左右 1ケずつ対になって付いているが片方は曲ってつけられている。把手

(耳 )部内部及び口縁部 (鍔 )裏面には顕著な擦痕は認められない。焼成は胴部浅鉢部分は良好で固

く焼き締っているが,釣手部分は不良である。尚釣手部分基部外面には二次焼成が見られ,連続刺突

の少ない片面の日縁部(鍔 )は一面に黒ずんでいる。胴部浅鉢内部は一面に煤状炭化物が付着し,か

なり強い二次焼成を受けたと思われる。胎土に僅かながら雲母を含んでいる。

第 1号住居址の焼土中より発見された小形浅鉢は底径 9。 5 clll, 日径 13.5 clll,高 さ 8。 4 cmの 口縁部上

面のみに渦巻と沈線の施文を施し,左右に円形の把手を具備している。この鉢と釣手土器との関連性

は,重要な意味を持つものと思われるが,今後の研究課題としたい。

本釣手土器は高架橋状釣手構造を具備した香炉型釣手土器で,加曽利EI式に比定されると思われ

る。        =

次に参考資料として松本平で発見された釣手土器と称せられる資料を実見し簡単な計測を行い,第
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1類 1～ 6釣手形,第 2類 7～ 9手提状形,第 3類 10釣 手 としての機能 を持たないもの, 香炉

土器形に細分して掲図した。

表 2 松本平出土の釣手土器
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松本日本民俗資
料館

大町市立北小学
校

松本古屋人兄氏

松商学園

波田町教委

梓川村教委

松本市教委

松商学園

塩尻片丘支所

釣手部 7ケ 所で
接続

香炉型のため釣
手部断面不記載

①は頂上の一部を欠く,底部の割れヒビに特徴があり釣手部分及び胴部浅鉢内面に二次焼成が見ら

れる。②は片側鍔及び頂上ラッパ部を一部欠く,① との類似点は多く,特に頂上部の貼りつけ渦巻文

は全く①と同じである。全体に二次焼成あり。③は底部及び片側鍔を欠く,焼成不良。④の釣手部は

2本の粘土帯を7ケ所で接続させている。焼成は良好である。⑤は釣手部分の内側と口縁内部に炭化

物の付着がある。⑥は 15 cmぐ らいの釣手部分の破片である。 ①は底部及び釣手上部を欠く,胴部及

び釣手部分に二次焼成があり,外面口縁部付近に炭化物が付着している。③は径 10 cmの 釣手頂上部

の破片,焼成は良好で,固 く焼き締っている。③は底部を欠く,焼成は良好で,内面胴張 り部に炭化

物が付着している。

徴特
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参 考 文 献   ・        ゛

波田村麻神遺跡第 2次発掘調査報告書

梓川村荒海渡遺跡発掘調査報告書   19783

長野県考古学会誌第 8号 塩尻市小丸山遺跡緊急発掘調査報告書   1970.3

(2)第 2号住居址 出土土器 。土製品

土器及び土製品 (第 13図 1～ 24)

本遺跡の 2号住居址及びその上面に所在した,集石遺構内からの出土土器は,比較的少なく,いず

れも破片乃至は欠損品で,完形品には恵まれなかった。従って報告書活用土器も,第 13図 と第 14図

にみられる如くであった。以下,類別を試みその各個について記述したい。

第 1類土器 (第 13図 1～ 4)

本類には 1～ 4が所属する。これらは,あるいは同一個体かとみられるが,器厚は 0.8～ l cmと や

ま厚手となり,焼成は良く, まだらな黒褐色を呈する。胎土に粒の荒い長石を含み,壁面調整は概し

てよい。然し内壁には,胎土中の鉄分が焼成時に熔解して吹き出し, ところどころそのまま固着して    ・

いる。 1は平縁日縁部の破片で,日 唇に 1.3 clllの 巾広い面取 りがあり,僅かに外反する。 2～ 4は頸

部から胴部にかけての破片とみられる。施文は,日縁部に 6 cm巾の無文帯を, 1条の隆帯を横走させ

ることによって形成し,その隆帯に沿う上部に,内 より外へ向けて 0.5 cm径 の穿孔が 1箇所みられる。

頸部から胴部にかけては,無文地に約 2.5～ 3.5 cmの , 巾広い平行沈線が山形に施文されている。この    ・

施文は縄文後期初頭の,大安寺式や称名寺式の直曲沈線による文様とは,趣 を大分異にしており,お

そらく中期前半に含まれる 1群かと判断される。                            .

第 2類土器 (第 13図 5～ 8)

いずれも縄文の施された土器を一括した。器厚は, 5と 8が 0.5 cm, 他は 0.8 cmと なる。共に焼成

は良好で赤褐色となり,胎土に多量の輝雲母を含む。 5～ 7は胴部破片, 8は 底部に近い部分の破片

であるが,縄文中期の勝坂器形の特徴を具現している。

第 3類土器 (第 13図 9, 10)

本類は 9,10の 僅か2例である。共に器厚は 0.8 cm前後の中厚手土器となり,黄褐色を呈する頸部

辺の破片である。施文は,粘土紐による太い隆帯を垂下させ,横位に長い文様区画帯をつくるらしく,

その内部に数段の粘土紐を積み重ねて,肋骨状.の 力強い文様を構成.し て́いる。‐中期中葉に位置する土

器であろう。

第 4類土器 (第 13図 H～ 13)

一-33-―
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11～ 13の 3例 で,共に黄褐色を塁し,器厚は 0.5～ 0。 6 cIIlの やや薄手となる。頸部より胴部にかけ

ての破片とみられ,曽 利Ⅱ式に比定され得る。 2～ 3条の平行する隆線によって,器面に自由な唐草

文が描かれ,その後,空間の地を平行沈線で, くまなくみたしている。

第 5類土器 (第 13図 14～ 17)

縄文晩期に所属するとみられる土器片を一括した。 14.15は無文の口縁部破片である。 14は 器厚

0.7c口, 黄褐色を呈する平縁で,日 唇上に l cmの 巾広い面取りが,器の内側に向けて形成されている。

15は 器厚 0.5 cmの 薄手となり,暗褐色をとる波状口縁部で, 16,17は ,あ るいは同一個体とみられ

るもので,共に 0。 4 cmと うすく,黒褐色となる平縁日縁部である。概して壁面調整はよいが,いゎゅ

る精製土器ではない。外器面の日唇直下に, l cm巾 の凹帯が 1条横走し,そ れによって両端には平行

する微隆線が残される。 17は その凹帯の横走をとめる,微隆突起がおかれ,一旦集約後再び凹帯をめ

ぐらせている。 16の 内面には,更に 1条の沈線がひかれている。 類例は,近 くの女鳥羽川遺跡でも

多量の出土が知られている。

第6類土器 (第 13図 18～ 22)

土器底部を一括した。この中 18, 19, 22は赤褐色, 他は黄褐色となり, 18, 22に は多量の輝

雲母が含まれる。底部径は, 18が 6 cmと 最も小さく, 19が 8.6 cm, 20が 1 2 clll, 21が 14.4 cm,22

が大形化して 15。 6 cmを 記録している。 器の立ちあがりは, 18, 19が底部より直ちに立ちあがるの

に対し, 20はやや立ちあがったところで外傾の度を強めており, 21は その基部より直接外傾して,

大きく開口する。 22は大型土器の底部であるが,開 口度は中位である。おそらく6,7の 縄文施文の

破片と個体を同じくするものとみられる。叉,痕跡的ではあるが, 19,20,22に は縄文施文がうか

がえる。

土製品 (第 13図 23, 24)

23は,把手乃至は土器の装飾とみられるものである。大きさは縦 7.3 cm,横 巾5 cm,厚 さは下部で

2.3 cmを 数える。文様は両面の下地に平行沈線を密に施し,その上面に沈線と交叉する, ソーメン状

の細い粘度紐を貼布して,文様効果をあげている。 24は唯一の土製円盤でぁる。 暗褐色を呈し,大

きさは 2.1× 2.5c□でやや不整 となるが, 0.5 cm

の薄手土器片を円盤状に加工したもので,表面

には,縦 と横に 1条ずつの細沈線が残されてい

る。

炉址内出土の土器 (第 14図 。図版4)

炉址内検出の土器は,頸部から口縁部にかけ

てのまとまった欠損品であった。 日径は約1∝m

器厚 0.5～ 0.7 cm,残 存部の高さ 8 cmと なり,焼
第 14図  第 2号住居址出土土器

実測図(2)(1:3)
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成よく茶褐色を呈する。器の頸部は欠損部の横断面が八角形を示す珍らしいつくりで,そ の一辺は約

5 cIDに 調整されていた。頸部で集約をみせた土器は,日 縁部に向け,若干開きながらその上部で内彎

する器形を示し, 日縁部を4分する縦方向の隆帯が,約 2 cmの 巾広い面取りをもつ口唇上より垂下し,

ために口唇上に 4個の耳状突起を残しながら,隆帯上には,八の字状の沈線を附している。叉,隆帯

間には条線による 1乃至 2の 同心円状文がみたされるのが特徴である。

(大久保知巳 )

(5) 第 5号住居址出土土器・ 土製品 (第 15～17図 。図版 5。 9,10)

第 3号住居址床面上 4 cm上部の覆土中に多数の半完形土器片が検出されたが,接合部が円く復元可

能土器は数点のみに過ぎなかった。時期は縄文中期中葉勝坂期が主体で, 1～ 2点の後晩期土器が混

在していた。

一 類

本類は縄文中期中葉勝坂期に比定される(横体区画文 )土器群である。 (第 16。 17図 2～7)

1は胴下部を欠く深鉢の半完形品で,日 径 18.7 cm′ 高さ約 2]cL器厚 9田 mで胴部よリロ縁部にか

けて大きく朝顔状に拡がって口縁部は逆「 く」の字状に内彎し,研磨は内外面とも入念に行なわれ,

10c□ 直下に撚糸文の施された 2条の横位隆帯を2 cm間隔で廻らし,それに平行して6つの山形隆帯

で区画を施し,区画内以下は左斜縄文を一面に施文してある。焼成は良好で,胎土に少量ではあるが

雲母を含み,色調は赤褐色で,日 縁部外面には二次焼成痕がみられる。

2は ,日 唇部「 日 」状で, 2.4 mmを 計り,ほ 垂ゞ直に立ち上がった日縁部破片で,日 縁と5 cm下 に

2本の平行する隆帯を廻らし,その区画内に波形の粘土紐を貼り付けてある。焼成は良好で,色調は

赤褐色。日縁部内面に煤状炭化物の附着がみえる。

3は 胴部破片で,「 U」 字形の刻みを付けた隆帯と断面が三角形の施文具による垂下する沈線及び

沈線間に横に交互の切り込みを施してある。焼成は良好で,色調は黒褐色,器厚は9田mで ある。

4は胴部破片で, 2本の平行する粘土隆帯の中に楕円区画を持ち,その中には放射状に沈線を施し,

横位隆帯の上部は縦と斜めの沈線を施し,下部は平滑りの無文である。焼成は良好で,色 調は赤褐色,

器厚は 9.2 mmで ぁる。

5は ,胴部破片で,刻みを付けた山形隆帯の上部はや 深ヽ目の垂下する平行沈線を施し,下部は右

斜縄文を施してある。焼成は良好で,色調は赤褐色,器厚は 7.5111111で ある。

6は ,浅鉢,日縁部破片で,日 縁部は「 く」の字形で,やや内彎す る器形を示す。平行する横位隆

帯でビーナス状に区画し:区画内には,太い沈線を施してあり,その直下には数条の細隆帯を廻らし

てある。焼成は,良好で胎土に雲母を含み,色調は赤褐色で,器厚は 9.9 mmで ぁる。
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第 15図  第 3号住居址出土遺物実測図(1)(1:3)
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7は,逆「 く」字状を呈する大型浅鉢で, 日径 51.8 cm,高 さ約 〕6 cmを計り, 日唇部が内側にふく

らみ, 日縁部直下 3 cmに 粘土紐を貼りつけ, 2 cm間隔でつぶし,横位の刺突を繰り返してある。その

上部は波形及び直沈線を 2本廻らし,日 縁部は日唇まで,斜め刻みをつけてある。頸部以下は無文で,

内,外面ともに研磨痕が見られ,焼成は良好で,色調は褐色,器厚は 8 mmでぁる。

二 類

本類は縄文中期中葉勝坂期に比定されると推定される(縄文施文 )土器群である。 (第 15,16図

8～ H。 図版 9,10)

日
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8は ,胴部破片で左斜縄文を施してある。焼成は良好で,色調は赤褐色,器厚は 8.7111111で あり,表

面はや 黒ヽずんでいる。

9は,胴部破片で,右細縄文を施してある。焼成は良好で色調は赤褐色,器厚は 8.7m□ でぁる。

10は ,日縁部を欠く半完形小型深鉢で底部は勝坂期特有の算盤玉状の特徴を引く形状を持っている。

底径 11.7 cm,高 さ約 13.8 cm,1同部上端径 13.2 clnを計る。 底部より無文帯で外反し, 3.4 cmで ゆるや

かな稜線を見せ,かすかな内寄 り曲線を呈し乍ら口縁に向っているものと思われる。胴部一面に右斜

縄文が施され形状はほ 円ゞ筒形を呈し,焼成はや 良ヽ好で,色調は褐色,底部内面は調整が良くゆき

と いゞている。器厚は底部 H mm,胴部 9.l mmで ある。

第 17図  第 3号住居址出土遺物実測図13)(1:4)

11は , 胴下部を欠く半完形深鉢で円くふくらみを持って内彎する日縁部が特徴である。日唇は

「 く」字状を呈し, 日縁部 9 mm下とふくらみを区画するように 4.7 cmの 間隔を置いて2本の小さな波

形沈線を廻らしてある。地文は全体に余す処なく右斜縄文を施文,高 さ約 1 4 cID,日 径 169c口, 胴部

下端 15 cmである。器厚は8 mmで 日唇部は 12.4 cEb焼成は良好で色調は赤褐色,内 面に二次焼成が顕

著で円筒形状を塁している。

12は , 日縁部破片で,1同部は直線的で頸部で外反し, 日縁部はやヽ内彎しているが,ほ とんど垂

直である。日唇以下全面に右斜縄文を施している。焼成は良好で,胎土に砂が多く,色調は褐色,器

厚は8 mmで ぁる。尚外面は全体に磨耗がある。

三 類

本類は縄文中期中葉勝坂期に比定される縄文土器群である。 (第 15,16図 13,14,15)

13は ,半完形器台形土器であるが復元可能唯一の土器である。脚径 25.5 cm,高 さ8.7 cm,上 部径

24.5c口 ,器厚 (脚部 1.6 cm,上 部 1.2 3 cIIl)を 計り,脚部は指頭による調整押圧痕が外,内面ともに見

られ,製作当初は器面は平滑に調整されていたと思われる。胎土に大量の砂粒を含む為現時点に於て

は内,外面共に研磨面とザラザラ面とが共に遺存しているのが観察できる。焼成は良好で,色調は赤

褐色及び褐色である。尚この土器は置かれた状態で出土した。
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14は ,日 縁部破片で,内彎した口唇は内側にふくれている。無文で焼成は良好,色調は赤褐色で,

胎土に黒母を含み,研磨が良く行きと いゞていたものと思われる。器厚は 8 mmで ぁる。

15は ,覆土出土の日径 9.8c町 底径 6.lc島 器高 9.4 cm,器 厚 4111111を 計るカップ型状無文小型土器

である。底部より綬かる脹みを持ちつ 外ゝ反, 日縁部は僅かに外へ張り出している。焼成は良好であ

ったと思われるが保存状態が悪くボロボロになっている。胎土に砂粒を含み,色調は赤褐色ないし,

黄褐色である。

四 類 (第 21図 16)

本類は加曽利 E期 に比定されると思われる土器である。

16は ,半完形深鉢でぁり,ほ 円ゞ筒形の細く締った胴部より頸から口縁部にかけて朝顔状に大きく

拡がりを呈している。日縁部は凹みをつけた隆帯による4つの波状口縁を形成していたものと思われ,

2.5 cmの 無文帯を隔て下部にも同様の波状隆帯を廻らしてある。頸部より胴部全体に斜縄文を施し,

頸部と胴部とを区画するように横位隆帯を一条廻らしてある。器面は内,外面とも丁寧に研磨され,

外面は磨消しが施されている。焼成は良好で色調は黒褐色,内面は強い 2次焼成を受けている。日径

23.5 cm,高 さ約 21 cm,器 厚 9場 を計る。

五 類 (第 16図 17)

本類は混入土器で,晩期大洞Aに比定きれると思われる資料を取 り上げた。

`      17は
,日 縁部破片で, 日縁部に押圧を連続すると思われる押痕が残されている。押圧下2 cmに 刻

みをつけたかすかな隆起線を廻らしてある。外,内面ともにヘラ状工具で研磨されたように見える。

焼成は固く焼き締まり,色調は黒褐色で,器厚は 6111111と いう薄さが特徴である。

第 3号住居址出上の土製品 (第 16図 18)は ,土偶頭部で,赤褐色を呈し焼成は良好で,眉及び頬

の線は粘土紐を張り付け,や 扁ヽ平なハー ト状で表現し,鼻 , 日,眼は刺突によって表わしている。

頭部は扁平で中心より頸部にかけて径 2 mmの 貫通孔があけられている。

°                                     (三 村 肇・山越正義 )

(4)第 5号集 石 出土 遺 物

遺物 (第 18図 1～ 20。 図版 10)は 第 3号集石の覆土及び集石中から検出したものである。混入

土器を含めて第一類 (前期土器 )か ら第五類 (須恵器 )迄に分類したが,小破片の混在で取 り上げる

べき資料に乏しかった。

一 類

本類は混入土器で,本址唯一の前期土器で黒浜期に比定されるものである。

1は,左撚 りと右撚 りの縄文原体を交互に横位回転した羽状縄文と思われる。焼成は良好で,内面
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第 18図  第 3号集石地出土土器実測図 (1:3)
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に指頭調成が顕著に見られる繊維土器で,色調 !ま黄褐色で,器厚は 7.5 mmで ある。

二 類 (第 18図 2～ H)

本類は勝坂期に比定されるもので,横位区画文から無文土器までである。

2は横位隆帯より垂下する沈線を内部に施し山形隆帯で区画し,下部は無文である。焼成は硬く焼

きしまり,色調は赤褐色の精成土器で,器厚は 7.7田口で ある。

3は横位隆帯を2条に走らせ,幅広い垂下渦巻文を施し,その上を連続刺突をかざって空間は無文

を配している。焼成は不良,色調は褐色で器厚は 9 mmで ある。

4はやヽ内彎した日縁部破片で上下2条の隆線に連続斜状沈線を施し,内部に細い沈線の区画帯を

有し,隆線はするどく外へ張り出してその下方は無文で焼成は良好,胎土は緻密で内壁の指頭調整は

良好で色調は赤褐色である。器厚は 7.5 mmで ある。

5は太い隆帯で区画し内部に平行沈線を垂下させ,その間に刺突を施し,下部は斜縄文を配し,焼

成は不良である。胎土は砂粒を含み表面はざらざらしており色調は暗褐色を呈する。器厚は 9.8 mmで

ある。

6・ 7は無文で焼成は良好である。胎土に大量の雲母を含み色調は赤褐色を呈する。 6は直立口縁

部破片で器厚は 14 mm, 7は 器厚 H.3 mmで ある。

8は太く浅い平行沈線と鋭い曲線を施し,焼成はや 不ヽ良,胎土に砂粒を含み,色調は黄褐色。器

厚は 10。 l mmで ある。

9は太い隆起線の曲線を自由にあやつり,無文空間には櫛状工具による沈線を自在に施す。焼成は

不良,表面は全体に煤状炭化物が付着し,内面は黄褐色を呈し器厚は 7.9 mmで ある。

10は空間を隆帯曲線文で自由自在に埋めつくし,焼成は不良で色調は灰褐色で器厚は 9:5 mmで ある。

Hは特殊器形と思われるものである。無文で水平の日縁の直下に鍔状突帯を配している。器形は樽

形と推察される。焼成はや 良ヽ好,胎土に砂粒を含み色調は褐色で口縁部に二次焼成の煤けた炭化物

が附着している。器厚は 14.7111111である。

三 類 (第 18図 12～ ]7)

本類は加曽利E期に比定される土器群で,第 3号集石ではこれが主体をしめており,編年細分では

加曽利Elに比定されるものであるが取り上げた資料は数点である。

12は 研磨された無文の口縁部に綾杉状沈線が施され,焼成はやヽ良好,胎土に石英粒を含み色調は

黒褐色で器厚は 9.4 mmで ある。

13は細い隆帯で区画しその間に連続「 □」の字形を施文し,その上部に連続して櫛目状に沈線を

配している。焼成は不良,色調は赤褐色,器厚は 8 mmである。

14は全面に縄文を配し,焼成は不良,色調は赤褐色であり,器厚は 8.7 mmで ある。

15は浅い櫛画き文土器で,焼成は不良,色調は黄褐色で器厚は 9。 l mmで ある。
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16は 無文底部で焼成は不良,色調は褐色で器厚は 9 nllllで ある。

17は 網代底部であり,焼成はや 不ゝ良で,胎土に石英粒を含み,色調は赤褐色,器厚は H mmで ぁ

る。

四 類 (第 18図 18。 19)

本類は小破片の為明確ではないが後・晩期に比定 される資料である。

18はへ ら状調整が丁寧に施され研磨も顕著で,焼成は良好,胎土に砂粒を含み色調は表面が黒色で,

内面は灰褐色,器厚は 6.41111nで ある。

19は黒色研磨土器で焼成は固く器厚は 7 mmで ある。

五 類 (第 18図 20)

本類は洪水等による混入の須恵片資料である。

20は保存状態は極めて悪 くローリングの痕が生々しい還元不充分で色調は灰色で器厚は10mmで あ

る。

遺構外出土土器 (第 18図 21)

21は 内彎する日縁を持つ鉢型土器の口縁部分で,外面には 2.5 mmの 浅い沈線が数条横走し内面には

日唇直下に浅い刺突文を廻 し, その下部に約 2.5 mmの 巾の平行沈線を廻 らしている胎土はちみつで,

や 石ヽ英小粒をまじえ,焼成はや 悪ゝ くやわらかい感じを得る。色調は外面灰褐色,内面褐色を呈す

器厚 7 mmである。後期加曽利Bに比定される土器である。

第 3号集石址出上の土製品

(図版 103段右より2番目)は径 2 cm,長 さ 4 cmの 土偶の足部破片で,焼成は固 く焼き締まり,かつ

重い。色調は赤褐色で円筒状で後期に属す るかも知れない。

(図版 10 3段 右端 )は 日径 3c口,高 さ2.5 cm,器 厚 81111n,穴の深さ1.2 cmの ミニ土製品である。

焼成は固く焼き締まり, これ叉重い,色調は赤褐色で,内面に朱 と思われるものが付着している。

(三村 肇・山越正義 )

(5)縄 文晩期遺物出土地点出土土器・ 土製品  (第 19～ 23。 図版 H)

C7グ リットを中心にした地点で,特に縄文晩期土器片を主体にした遺物の出土があったので記述

したい。土器片は総数 3,193片 を取 り扱ったが大部分は縄文晩期の無文土器である。時期別では,縄

文中期,後期,晩期,土師期の各期がみられる。全体的に磨滅が多い。

① 縄文中期土器

半裁竹管工具による連続瓜形文を施した,橋状の把手をもつ口縁部片の出土がある。茶褐色を呈し,
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第 19図  縄文晩期遺物出土地点出土土器実測図(1)(1:3)
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胎土に砂粒を含むが,焼成と共に良好である。上方に縄文中期の竪穴住居址の確認もあったので,そ

ちらに関連するものである。 19図 1も 中期的な縄文である。

② 縄文後期土器

19図 2・ 3がそれである。 2は磨消縄文手法で帯縄文を構成し,それを段おとし状に沈線で切って    
゛

いる。器内面にも平行沈線が施されている。深鉢形の器形をとるものと思われるもので,器表面は灰

黒色,器内面は茶褐色を呈し,胎土,焼成とも良好である。流れの中にあったのか口縁部に磨耗がみ    C

られる。 3は 同様手法によるものだが磨滅が器表面にみられるものの帯縄文は施されていないようで

ある。浅鉢形の器形をとるものと思われ,器内面の口縁下に丸い刺突文が並ぶ。ともに後期中葉に比

定されるものである。

この他に深鉢形土器の口縁部把手―耳状に突起し,丸い凹みを形作っているものと,注 口土器の注

目部片と同把手の出土がある。

③ 縄文晩期土器                                        Q

この時期が主体を占めることは先記した。器形では,浅鉢形,深鉢形,壷形の3つが見られる。

a 浅鉢形土器 (第 19図 4～ 25,第 21図 22)
゛

浅鉢形土器は更に三タイプに大別できる。

その 1は ,いわゆる浮線網状文とか変形工字文と呼ばれる文様帯を口縁部下にもつ椀形器形をとる

もので, 16に代表される。 16は 口径 20 cm,高 さ約 10c口程のもので,黒褐色を呈し,胎土に砂粒を

多く含んでややもろい焼成となっている。磨滅しているが,文様は明確であり,やや粗雑な施文と言    .

える。底部は, 17～ 20にみられる 4 cm程の径をもつもので上げ底気味になつているのが特長といえ

る。

1～ 15の 破片は,いずれも茶褐色ないし黒褐色を呈し,胎土 。焼成とも良好なものが多く,中には

研磨されているものもある。日縁部には, 5, 11, 12, 16の ような平縁と, 4,6,8の ような波

状をなすもの,更に9の ように日外帯をもつものがある。また浮線網状文も4本の細隆線が合する 5,

6な どと2本が合する 10, 16な どがある。この種土器によくみかける小穴が 12に はみられるし,

14の ような突起をもつものもある。

その 2は , 21～ 25の 口径 10～ 12側程の小形のものである。口縁は 21～ 23の ような平縁と24の

ような波状口縁があり,日 縁にそって, 1～ 2本の沈線が施されている。茶褐色を呈し,胎土,焼成

とも良好といえる。 25は 黒色を呈する丸底の手捏ねのものであり,胎土に砂粒を含んでややざらぎ

らした感じだが焼きしまって固い。 20図 22も小形で,こ の範疇に含めてよいかと思われるが無文で

あるのが異なる。器外面に朱塗りが施されるという特色をもっている。

-46-



７

♂

，

９

鵡ヽ

画―――Ｉ
Ｈ

［躙＝Ｈ
＝

〃

　
（

第 20図  縄文晩期遺物出土地点出土土器実測図(2)(1:3)
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第 21図  縄文晩期遺物出土地点出土土器実測図(3(1:3)
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その 3は , 20図 23～ 25にみられるようなやや大形の浅鉢形土器である。 23, 24は無文であり,

25に は口縁にそって1本の沈線がみられる。 25は巾広い口縁で逆「 つ」の字状に隆帯を器内面に形作

っている。そのため器内口縁はえぐられた感を呈している。黄褐色の胎土,焼成とも良好なものであ

る。

b 深鉢形土器 (第 19～ 21図 )

大別して有文 (19図 1～ 30, 20図 1～ 5, 8, 26)と 無文(21図 9～ 21)に分けられる。ま

た土器底部 (22図 1～ 14)か らしても判るように大形のものと小形のもののあることがわかる。こ

こでは,便宜的に3大別して記述したい。

その 1は , 20図 10に代表されるもので,日 縁にそって 1～ 2本の平行沈線のみを有する深鉢形土

器である。 10は推定回径 3i c口のもので口縁にそって 1本の沈線が施されている。灰褐色を呈し,砂

粒を多く含んでいるが,焼成と共に良好で固い。 3は器内面にも口縁にそって沈線が伏されており,

4には口縁に突起が付されて波状を呈している。 8は沈線と言うよりは凹帯をもつといった方が適切

であり,日 外帯を付している。

その 2は 1 21: 22に代表されるもので,日 縁にそって 1～ 3本の隆線または沈線をめぐらせ,胴

部に櫛状工具による条線文をもつものである。

口縁部についてみると]4～ 18の ように浮線網状文の部類に入るものと, 21, 22の ように 2本の

平行沈線のために作 り出された隆線をもつものとがある。 19, 20は 山形の突起をもつため波状口縁

となり,と もに肥厚した口縁となっている。 21, 22は 日外帯をもち,21に はその下に小穴が穿たれ

ている。

次に胴部文様であるが, 18の ょうに口縁部下をとりまく隆線に続いて条線文の付されるものと,21,

22のように若千の無文帯をおいて施されるものとが ある。櫛状工具による縦方向の条線文が大部分で

あるが,他 に21図 5の ような 貝殻条痕文, 8の ような撚糸文の付されるものも極少量存在している。

また 20図 25～ 30, 21図 1～4の ょうに条線文上に斜め方向から付される文様のあることである。

稲妻文とも呼ばれるものであるが,他遺跡に比べ本遺跡のものは粗雑な手法を見せる。氷遺跡,庄 ノ

畑遺跡のそれは鋸歯状に属折 しているが,そ れに類する手法をとるのが 21図 4で あろう。 他は 21図

1, 2にみるように S字状というか曲線的に施されている。これらは岡谷市新井南遺跡に類例がみら

れる。             .

21図 26は 条線文のみの手捏ね小形土器である。 日径 8 cm程のもので,磨滅はしているが,黄褐色

を呈し,胎土も焼成も良いものである。

その 3は ,全 くの無文土器である。 21図 9～ 21で,茶褐色ないし黒褐色を呈し,胎土に砂粒また

は小石を含むものが多い。 口縁は直立気味の 11,幾分外反気味の 〕0,胴部に広が り口唇が外反する
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第 22図  縄文晩期遺物出土地点出土土器実測図(41(1:3)
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12な どの違いがみられる。

27は手捏ねの小形土器で肩部に有段状のふくらみをもつ。 黄土色をし,焼きしまっている。

次に底部であるが,壼形土器または浅鉢形土器のものが含まれるかもしれないが,こ こで扱ってお

く。 1～ 8は ,底径 10～ 12 cmの もので大きい部類であり, 1の ように直斜状のもの, 5の ような彎

曲気味のものがみられる。 4, 8の ように底面に網代痕を持つものもあるが,無文が多い。胎土 。焼

成は一定していないがやや粗雑な感じを受ける。 9～ 14は ,底径 4～ 8c回の小形のものであり,胎土 ,

焼成は概して良好である。 14には木葉痕がある。

c 壷形土器 (21図 6。 7・ 28)

明確さを欠くが壷形土器片らしきものが極く少量存したので区分したが問題は残る。

有文のものは, 21図 6,7の 貝殻条痕文であり,彎曲から考えて壷形土器とみたい。次に 28で あ

るが無文の無頸壷で, 日径 1 8 clllを計り,小 突起を口唇にもつ。 黄褐色を呈し,胎土,焼成ともに良

好であり,箆状工具で横になでて調整してある。少量ではあるが,条痕文系の土器の存在は,東海地

方との関係を考える資料であり,弥生文化の伝来を考える資料でもある。

④ 土師器

土師器の小破片と土師器高不脚部,須恵器不口縁部片の出土をみたが,土師器の遺物はわずかに混

在していたにすぎない。

(山田瑞穂 )

22図 15は整理後復元できたもので胴部以上を欠くが,器形はほぼ判るものである。底部は約 7 cm

を計り,網代痕がある。底部より胴部へほぼ垂直に立ち上がっており, 日縁へも同様に移行するもの

と思われる。残存胴部は 2～ 3 mmと いぅ器厚を示し,極めて薄い印象を与える。焼成は良好であるが,

外面施文箇所及び内面はザラついている。外面の底部に近い部分は研磨されている。胎土に砂の混入

を見る。外面は褐色,内面は灰色を呈す。外面の底部ょり4c口上った箇所以上に流水文的沈線を施し

ている。沈線は 5条で溝は深くなく,計測値は0.5 mm以 内である。沈線は直線と渦巻の部分からなっ

ている。

以上であるが,こ の土器の特徴は,「 ①器厚が薄く,研磨痕を示すこと。②底部に網代痕があるこ

と。③流水文的沈線を施しているこれ」以上の 3点であろう。この点を中心に考えると,C-7出 土

の他の縄文式土器と大差ないものであろう。
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第 23図  縄文晩期遺物出土地点出土土製品実測図(D(1:2)

土 製 品

C地区より上偶片1と土製円板 10の出土 をみた。

土 偶 (第 23図 1,12)

1は体部正中線より2分損したもの■ 手,足,頭部を欠く。現存体部 9 cm・ 厚さ2.7 cmの 板状のもの

である。黒褐色をし,胎土,焼成とも良好である。

12は頭部の破片である。巾 3.8c口 ,最大厚 2 clllを計る。頭の上部を欠いているが,ほぼ原形を知り

得る。原形はほぼ円形を呈したものだろう。顔面は盛 り上り写実的である。額と頭髪を区別するかの

ような沈線を施し,以下に日等を表わしている。日は l clll程の沈線で示しているが,沈線下に刺穴が

あるのでこれが目を示すのかもしれない。その場合は,沈線は「 まゆ」を示すものであろう。鼻は顔

面をより盛 り上らせて,実際感を出している。鼻は稜をもちその下部に2ケ の刺穴で鼻の穴を示して

いる。日は鼻の穴の直下に垂下する沈線で示している。なお,耳を示すものと思われる径 3～ 4 mm程

の穴を2ケ あけている。片方は欠けている。後頭部はほぼ平坦で何も施していない。焼成は良好,胎

∩
Ｈ
Ｈ
Ｕ
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土に小石と砂を含み,黄褐色を呈する。

土製円板 (第 23図 2～ H)

10個 とも土器片を利用したもので,周辺を打ちかいたり,研磨したりして作成してある。いずれも

無文土器片を使っ・てあるが,胎土,焼成か らして縄文晩期に比定されるものである。 1は 5.3 clllと 大

きく, 10は 3.3 cmを 計 り,大きさに若干の違いがある。 10は 断面台形によく研磨して形が整ってい

る。

近 くでは女鳥羽川遺跡で出土をみているし,南安穂高町離山遺跡でも多量の出土をみている。使用

目的等明確にされていない遺物である。

(山田瑞穂 。浅輪俊行 )

(6)そ の他のグリットよりの出土土器  (第 24γ 27図 )

A～ Dグ リットからの出土土器は縄文中期より土師 。須恵期までにわたり,こ の遺跡が複合遺跡で

あることを示しているが,遺構外ということで一括して拓本・実測図で示した。

Aグ リノト(第 24図 )では縄文中期中半と縄文晩期土器が比較的多く,土器底部は平底で無文が多

かった。

Bグ リット(第 25図 ,第 26図上段 )に 図示したものは主にB-4, 6出 土のものである。施文は

縄文のあるものは少なく,平行沈線のものが多く,胎土は粗くわるいものが多い。

cグ リット(第 26図 下段,第 27図上段 )で も出土土器片は多いが,摩滅してお り,文様の判別し

やすいものは少なく,第 26。 27図の実測図 9点は同一個体のものと思われるが, 日縁は大小二種類

の波状口縁を持つものと思われ,M字状の突期を 5つ以上有するものであろう。主体となる文様は沈

線の組み合せのみである。

Dグ リット(第 27図 下段 )か らの上器の出土は少なかったが,不・蓋不,土師甕底部の他, 径 11

clllの 厚手の盈様の不で黒褐色の重い土器である。

(官城孝之 )
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第 2節

第 27図  C,Dグ リソト出土土器実測図 (1:3)

石 器 。石 製 口”

打 製石斧

(1)第 2号住居址上面集石中の石器1(第 28図 。図版12)

.1.短冊形.1 質凝灰岩の1核そのも?を上下事右よ|り の打撃を受けた細長.vヽ平らな剥離作業面あ:蓬続で
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第 28図  第 2,第 3号住居カトト面集石中の石器実測図(1)(1:3)
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4.刃部のみ残す打製石斧 形は短冊形であったらしい。河原石の泥質凝灰岩を加ェして両側面より

細長い縦長の剥離痕を残して仕上げた大形石斧であったろう。刃部先端部は表裏両面から剥離され

て粗な蛤刃形をなしているが,磨滅度が高度に進んで鈍化している。高度の使用に耐えた器であろ

う。

凹  石

5.平盤状の安山岩 平面の片面ほぼ中央に凹孔が 1つ だけあり,外縁に噛り取られたような彎曲す

る打裂痕が表裏面に残り,凹孔は指掛の支えとして使用したと考える説もあるが最近発火器説は顧

みられなくなってきている。

(2)第 5号住居址上 面集石 中の石器  (第 28,29,30図 。図版 12～ 16)

打 製 石 斧

6.撥形打製 剥離片の安山岩の左右の側面を表裏両面より剥離を加え鋸歯状の刃部を造り出してい

る。先端部は多少欠損している。土木用具だけでなく小形という点でナイフ的な使用方法も考えて

みたい。

7.撥形打製 泥質凝灰岩の剥片を利用して両側端を粗雑に欠き取って外側に湾曲した刃部を造成し

ている。誠に軽量な作品である。溝掘に実験してみると良好な作業ができた。

& 短冊形 安山岩を縦長に剥離した粗末な造りで本体はねじれていて調整は非常に不良である。石

質,石目の判断をあやまった為かも知れない。

9.撥形打製 質のよくない泥質凝灰岩の左右表裏より打痕調整している。頭部欠損刃部磨減痕あり,

相当期間使用されたものか,使用頻度が大であったらしい。

10.短冊形 頭部欠損し黒色緻密でかたい頁岩を使用した薄手仕上げである。刃部は磨減痕と削痕が

見られる。

石 匙

H.母指の爪形に似た暗緑色のチャート片 (20g)の 両面剥離調整してあり,頭部以外の側縁は全て

細かい剥離の連続による弧線上の刃付が行なわれている。一応石匙に入れたが掻器と呼ぶ人もある

かも知れぬ。

12.暗緑色チャー ト製 (未完成品 )8害 1方作製してあるが上部つまみ部分の片面だけは剥離して形

を付けてあるが,その反対側の部分は原石のまヽで中止している未完成石匙である。形は横型で非

常に細かい鋸歯形の刃がつけられている。
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石  鏃

13.黒燿石製無柄でわたくりがあり,鋸歯形に刃部を剥離調整し全体の形は二等辺三角形に仕上げて

ある。

14.黒燿石製無柄であるが,慈姑葉形で刃部は鋭く破砕され剥離調整はよい。

15。 黒燿石製無柄でやや大形品。刃部は切込みの深い鋸歯仕上げで刃の 1つ 1つ が小突起状に鋭く外

刺している。後晩期の特色を現わした刃付と言われる。

凹  石

16.安 山岩の片面に2個の凹孔ある長方形自然石, 2孔共小打痕の集中した場所が凹孔となり,そ の

後凹孔には何かの理由で回転状の削痕が付着されたらしい。

17.安山岩の両面に各縦に並んで 2個 の凹孔あり,何れも回転摩耗痕が明瞭に示されている。最初か

ら回転穿子Lさ れたらしい。

18。 長方形の軟質砂岩の河原石に片面に縦に 3個の凹み,その裏面に 1個の凹みを持つ, 3個連なる

凹部は径が大きい。使用の瀕度もさることながら石質の軟弱さによるものではないか。これらの凹    ・

孔は何れも小打痕の集中した部分が凹みになりその凹みにつけられた回転跡は後次的なものであろ

う。凹みは浅いものが普通である。                                .

19.砂岩 叩石兼用に使用したと見え両先端部及び側面に小打裂痕が蜂巣状を呈している。凹孔は何

れも小刺突打痕の集中部分が凹みを形成したものである。

20.安山岩 扁平小板状で両面に凹子し, 3凹孔所有面は広範囲の打痕の中で集中度の大な個所が凹み

となり,そ れに回転磨耗による擦痕跡が伴っている。 ]孔面は一様に砥磨を受け平滑化が進んでい

る。磨石としての役目も荷っていたのであろう。

21.砂岩 両面に 1凹孔ずつ存する。 1孔は刺突の集中痕の作用で構成されたものであり片面 1孔は    ・

滑らかな回転擦痕の結果生じたものでぁる。

22.泥質凝灰岩で軟質である為,元来は球状であったものが半分に割れ,凹みは 1孔 と2孔であるが

何れも大きく深い回転擦子Lと なつている。

23.凝灰岩 凝灰岩で原石はあばた面が多い。そのあばたを利用して両面に小打撃の集中を加えて凹

孔 1孔ずつ形成している。

24.粒子の粗雑な砂岩 2孔 と片面に 1孔 を有するが・何れも回転擦痕で,同心円弧状横線が凹孔内に

認められる。

25。 砂岩 一面に密接して擦痕回転子L2つ並んでいる。裏面上部は小指がはいる程の擦痕凹孔である。

凹みの最奥部は鈍化して内湾状をなしている。
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第 29図  第 3号住居址上面集石中の石器実測図(2)(1:3)
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26.軟質粗粒子の混じった凝灰岩 片面 1孔のみ,反面は多数の小打痕を広く受けて,打裂痕化して

凹孔をつくらず,叩石的となっている。

27.安山岩 片面に1孔を有す。最初は2孔であったものが回転磨耗化の進行によリー体化したもの

である。

28灰白色泥質凝灰岩 硬度のある平滑な両面のほぼ中央に何回も小砂裂痕を集めて凹孔をつくって     
゛

いる。片面は 1孔を備え得たが反面は何ケ所かの小打撃痕に終ってしまっている。

29.凝 灰岩  1凹孔を有する平面は縦にほぼ併行線状の削痕がある。凹石から磨石に転用されたもの     ・

か,扁平楕円形の故麻石的条件も備えた石である。

磨  石

30.安山岩 扁平円形で表裏の平面に磨滅痕あり,側面部分に削擦痕あり。

31.粗粒子を多分に含む泥質凝灰岩 表裏両面平滑な砥磨面を備えている。石質は脆弱すぎ製粉用とし

して石皿上で使用した場合崩壊石細粒も混じ使用し難いもの故他の用途。例えば土器製造過程の叩

き,整形叉は住居址構築等の道具として使われたかも知れない。                    .

32.灰白色泥質凝灰岩 三角状をなし三面が平滑に砥磨状擦痕が上下方向につながっている。

メ

(5)縄 文晩 期遺物 出土地 点 (C地 区 )集石中 の石器  (第 30,31図 )

打 製 石 斧

33.灰黒色の安山岩 両側面を打割って板状の粗形を造り,更に四隅の部分を調整して短冊形に仕上     .

げている。頭部にわずか原石の表皮を残し先端刃部は欠損している。

34.粒子密な安山岩 棒状の原石の両側面を剥離して扁平揆形に仕上げてある。器全面は長年使用の

故か刃部及び打裂によるひだ等は磨滅して鈍化した稜角となつている。使用痕顕著な好例石器の 1

つである。

35。 灰白色の安山岩 揆形。石核の剥離片を利用したもので,わずかに内湾している。薄手小形軽量

仕上げで頭に敲打痕あり。

36.灰黒色硬質砂岩 本址としては大形石斧の横断された先端部で,製作後多く使用されぬうちに廃

棄されたらしく刃部の鋭角面が磨滅せず残存している。

37.安山岩 表皮面を剥離加工した短冊形で中央胴部で斜に切断され下体部は欠札 小形薄手仕上げ

で両側縁の打裂痕は磨耗されず鋭利である。

38.灰黒色堅緻な泥岩 最大厚 0.5 cmと いう非常に薄い剥片 を̀利用｀した左右両端は鎌の刃の如く鋭利

な刃部となっている。扁平部表裏とも磨耗痕が比較的明らかで,着柄痕が考えられる。後晩期的生
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第 3o図  第 3号住居址上面集石及び縄文晩期遺物出土地点集石中の石器実測図(3)(1:3)
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産面につながる道具と見るべきか。

39.硬砂岩 剥片を加工調整したもので,表皮を片面に留め裏面は剥離面で表裏極めて対照的である。

刃部は多少刃こぼれはあるが鋭利である。

40.緑泥片岩 頭部欠損,刃部は刃こぼれ多大。全面に縦縞状の擦痕が見える。

41.泥質凝灰岩 川原石を揆形に調整し胴部中央部側面に括 りがつ くられ周辺部はきめ細かい磨耗面

となっている。                                 '

石  鏃

42.柳葉形 黒燿石製,断面菱形に近い感じ。完形品である。刃部は全面的に磨耗度が進み鈍化して

いるから相当実用化に供されたも1のであろう。「 この形式の主として多く現われるのは後期以後で

東日本に限られる」と考古学辞典に記されている。

43.有柄形で頁岩 全て丹念な仕上げ・鋭利な二等辺三角形で本体の側面は細かい鋸歯形に切込みが

付され,正 に後晩期の代表的なものとして挙げられる。

44.無柄,頁岩製で先端部欠損,総 じて刃部の磨耗度は進んでいる。

45。 無柄,黒燿石で片方のわたくり欠損,磨耗度は進んでいる。

46.有柄,頁岩柄は短く断面は左右菱形状にひろがっている。慈姑葉形に先行するものと聞いている。

47.無柄慈姑葉形 黒燿石製,雁股と先頭部欠損している。刃部は磨耗鈍化している。

48。 有柄,飛行機形=黒燿石製。左右の側縁に 2個所の小突起があり晩期特有のものと吉田格氏は

「 関東の石器時代」の中で述
べている。本址 (後晩期主体 )では最小,軽量且つ唯一のものである。

石  錐

49.頁岩で錐の先端は使い

古した鉛筆の芯の如 く短

くな り回転による磨滅度

の大と使用頻度の激しさ

を表わしている。

50.黒燿石 先端部欠けて

いる。最近有径石鏃と見

えるものを石錐として使

用した例もあり慎重論が

出ている。

第 31図  縄文晩期遺物出土地点集石中の石器実測図(4)(1:3)
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表3 出土石 器一｀覧表 (単位cm,g)
(註 数字は各々最大値 )

図

肱
肱 遺構名 種  別 形 体 長 巾 厚

ｃ
石 質 重

２
考備

28

29

３０

　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

２
石
　
　
　
　
　
　
　
３
石

区
集

″
　

″
　

″
　

″
区
集

″

Ａ
号
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
号

打製石斧

凹  石

打製石斧

石

石

匙

鏃

石凹

石磨

短 冊 形

撥  形

短 冊 形

版画 1凹

撥  形

撥  形

短 冊 形

撥  形

短 冊 形

母 指 形

楕 円 形

長 方 形
2  面
3面 の プ
リズ ム 形

形

柄

横

無

凹

各
　
孔
孔
孔
孔

孔
孔

１
　
孔
孔

孔

孔
孔
孔
孔

孔

２

に
　
３
１
１
２
１
３

各
　
２
１
　
１

２
１

２
１
　
１

画

面
孔
面
面
面
面

面置

裏
　
面
面
　
面

面
面

面
面

面

版

両
２
片
裏
片
裏
片
裏

表
孔
片
裏

片

片
裏

片
裏

片

17.0

7.0

6.0

5。4

14.1

100

11.0

13.0

9.0

8。 1

3.0

2.6

2.5

2.5

3.4

15.0

12.7

143

14.

15。 1

11.1

9.0

14.0

16.0

12.8

11.5

9.2

130

18.0

86

13.0

12.8

6.0

4.6

3.2

6.5

9.5

5.6

5.3

4.5

5.3

5。4

2.8

5。 1

1。4

1.5

2.1

4.6

6.0

6.8

9。7

66

10.0

4.5

7.2

5。9

95

7.8

７
．

９
．

＆

７
．

７
．

９
．

２
．
５

‐
・
２

‐
・
２

‐
・
７

器

Ｍ

‐
・
２

‐
・
６

２
．
６

Ｈ

Ｏ
・
５

０
・
８

０
。
２

０
。
３

０
・
３

３
．
６

４
．
４

３
．
６

３
．
８

２
．
５

３
．
４

４
．
３

２
．
５

４
．
２

3.6

5.0

3.0

4.8

3.0

3.5

5.0

5.6

凝灰岩

頁 岩
チャート

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

頁 岩
チャート

黒燿石

安山岩

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

岩

岩

砂

砂

460

60

40

100

680

70

100

120

160

60

20

15

0。 2

0.2

0。 3

400

330

250

450

460

550

180

350

550

850

560

310

560

420

270

500

600

刃部欠損

完形

刃部欠損

胴部欠損

「

部崩壊

完 形

頭部欠損

″ 刃に削痕が見られる

完 形

未完成

完 形

刃部鋸歯仕上

完 形

叩石兼用

磨石も兼ねる

完 形

球形状が半割になっている

完 形

叩石兼用

完 形

磨石兼用

7G 形

-65-



図

肱
肱 遺構名 種  別 形 体 長 巾 厚 石 質 善里

ｇ
考備

30

31

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

区
石

ｃ
集

打製石斧

鏃石

錐

匙

石

石

石凹

石
　
石

品
盤

″　
″　
　
　
　
製
即
″

砥
　
磨

石
石

棒石

短 冊 形

撥  形

不  明

短 冊 形

撥  形

短 冊 形

撥  形

柳 葉 形

有 柄 形

無  柄

有  柄

無  柄
ヒコーキ形

縦  形

横  形

縦  形

庖 丁 形

横  形

楕  円

長 楕 円

不整円板

長 方 形

楕  円

円  形

状棒

12.9

7.5

7.1

5Ю

7.0

1■0

9.8

9.0

10.0

3.0

2.3

2.0

2.1

2.7

2.6

1.5

3.5

2.1

3.5

6.0

4.5

6.1

50

11.0

11.5

10.0

11.1

95

5.3

6.0

415

6.5

3.6

4.6

8.5

3.7

4.3

4.5

6.0

5.0

1.0

■5

1.8

1.0

2.2

0.6

1.3

1.5

1.0

3.0

7Ю

4.2

16.0

9.8

8.0

5。3

95

7.0

7.4

4.8

2.6

0。8

1.0

1.4

2.0

0。 6

0.5

1.0

1.5

1.5

0。 3

0.2

0.3

0.3

0.4

0.3

0.3

1.5

0.8

7.0

8.0

0.5

1.0

1.0

5.0

2.0

2.1

安山岩

砂 岩

安山岩

泥 岩

砂 岩

緑泥片岩

凝灰岩

黒燿石

頁 岩

黒燿石

頁 岩

黒燿石

頁 岩

黒燿石

頁 岩

硬砂岩

頁 岩

凝灰岩

硬砂岩

砂 岩

安山岩

凝灰岩

砂 岩

結計 岩

170

50

48

110

20

40

50

170

110

0.4

0.4

0.3

0.2

0。 3

0.3

0.1

4.0

0。 3

20

50

10

170

100

550

180

300

330

320

60

10

60

先端刃部欠損

完 形

胴体部欠損

胴部下体部なし

完形 薄手仕上

完 形

上部折損

完 形

先刃部折損

わたくリー部欠損

完 形
わたくり欠損

完 形

尖端磨耗大

片面 4孔 裏面 3孔

完 形

砥面上と左右にあり

完 全

不完全 全形のを
の残欠品

″ (残存部分のみ )
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石  匙  本址からは整った摘のついたものはなく粗製である。

51.頁岩製で刃部欠損。

52.硬砂岩 核を両面から打欠いて,先端にいくつかの小剥離を加えている。

53.頁岩 剥片を利用して薄手に仕上げてある。

54.泥質凝灰岩製で剥片を利用した出刃庖丁形仕上げで小剥離痕の連続で精密につくられている。胴

部に同心円状の剥離痕あり。

55.硬砂岩 横刃庖丁形で刃部は磨耗している。 .

凹 石

56.扁平な楕円形をなし,側面及び特に長軸の両端は無数の小打痕を受けアパタ面となっている。粒

子の粗な砂岩で表面に 4子L,裏面 3孔を穿っている。これら凹孔は何れも打痕面を擦ることによつ

て生じた浅い凹みである。

57.砂岩川原石で表裏面に各 1孔が穿たれている。母岩の堅緻なものは凹孔の数は少ないが,凹孔の

方は大となる傾向が見られるという。

58安山岩 不整形のせんべい形で一面にのみ 1凹孔を有し,周縁部には磨耗痕が見られる。この孔

は穿孔回転によって生じたものらしい。打痕らしきもの見当らず。

砥  石

59.凝灰岩 扁平長方形で上面と両側面は砥として使用された顕著な研き出し面が見られる。裏は全

くの自然面である。側面の厚さ2c回の砥磨痕は片減りの為ゆるい斜角面をなしている。

磨  石              
°

60。 砂岩 分厚扁平,p形をなし両面は縦横に直線的な細削擦痕が走り微小な打裂痕の集中部も見られ

るが,全体的には平滑な研磨面におおわれている。

石製 品

61.石製円盤 灰白色軟質砂岩で5× 5c口,厚 さ2 cm。 表面は平滑に研磨され円周縁は不整形隅丸に

研磨され,一見円形を呈しているが,細部は約 2～ l cmの 研磨面 7個所を持つ不整円である。径 5

cm。 厚さ2 cmで表裏側面全て入念な砥磨を受けている。本県では稀有な存在ではなかろうか。用途

に関しては石器,土器等を砥磨調整する研磨用ェ具と見るか祭祀・装飾的なものか不明である。と

に角数少ない全面研磨面におおわれたやや不整形円盤であるから,一応土製円盤に対して石製円盤
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と仮称する。

62.硬質砂岩で原形の:位
の残存部分で扇形をした厚さ 0.5 cm,半 径 3.6c回 の円盤の一部分である。

裏面は火熱を受けて赤変し剥落部分もある。元来は現在よりは厚味を保っていたと推定される。外

側の縁は細かい打痕によって円弧に仕上げ更に研磨を加 えて修正した極めて丁寧な仕上げになって

いる。用途については不明。前記と同じく石製円盤 として置 く。尚これら石製円盤は晩期特有のも     `

のではあるまいか。

63.石棒 晩期に多 く見かける小形細身の残片である。結晶片岩製で本体の大部分を失っている。 こ     ・

の岩石は三峰川水系産のもので此の辺には見当らぬ。運移が考えられる。

(中島豊晴 )

(4)住 居址内及び各グ リット出土石器  (第 32～ 36図 )

ここでとりあげた石器は集石中出土のもの以外であり,第 1号住居址他各グリットょり出上したも

のである。

第 32図は第 1号住居址床面に伏った状態で出上した石皿でやや細形の完形品である。安山岩製で磨

面は深くくぼめてある。

Aグ リット出土石器は石鏃 4,打製石斧 13,ス クレイパー 3,磨石 6,凹石 5,石錐 1,石棒 1,

剥片石器8が出土している。

Bグ リットでは石鏃 1,打製石斧 2,凹石 2と少なく,各 グリットから黒燿石片が数多く検出され

たが多少とも加ェ痕の見られるものはなかった。

Cグ リットでは石鏃 6,打製石斧 5,磨製石斧 1,凹石2,磨石 1,石皿片 1である。

(宮城孝之 )
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第 32図  第 1号住居址出土石皿実測図 (1:3)
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第 33図  Aグ リット出土石器実測図(1)(1:3)
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第 34図  Aグ リット出土石器実測図(2)(1:3)
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第 35図  Aグ リット出土石器実測図(3)(1:3)
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第 5章  動  植  物

第 1節  動    物                    ・

出土骨類 に つい て

A,Cト レンチのそれぞれに微細な骨類が検出された。いずれも動物骨と見倣されるものであるが,

種等の同定に足る資料ではない。

第 2号住居址出土 内部の炉址中の充填土上方に包埋されていたものである。数ケの細片で,いず

れも白色を呈する焼骨であるが,形状は究め難い。

第 3号住居址出土 住居址の南壁に附着し,床面より僅かに浮上した位置で検出された。故に覆土

よりの陥ち込みか,又は隣接する第 2号住居址との関連も考えられる。周囲に焼土や炭化物の分布は

見られなかった。出土時において,長 さ約 3=5c口, 太さ約 l cm程度の短小な長管骨で,骨表面に一部    P

黄褐色を残すが,全体に自色,横断面は灰白色の焼骨である。火熱により亀裂を生じ,彎曲する性状

を残すが,形態,部位の鑑定は不可能である。

C-7ト レンチ出土,本 トレンチよりの骨類の出土状態は,遺物の出土がかなり輻較を極め,遺構

の確認に難渋したのと同様に,全 く判然としない。しかしトレンチ北寄 りの濃密な集石に伴う遺物類

に共伴し,点状に散布する傾向が窺える。多くは密集する小礫の間隙や下部に附着する状態で遺存す

る。それらは総て骨片化し,形態や部位の確認はできないが,骨の緻密質は堅lglで,表面は滑沢,管     .

状部が彎曲している。いずれも焼骨である。

以上が本遺跡における骨類の出土状況であるが,例えば古人骨の場合,骨質は脆く,表面は粗造性

に富むのを特徴とするが,本資料は色調,硬化度等に火熱による変化を勘考しても,すべて動物骨と

見倣して差し支えなかろう。

僅かな骨片よりする類推は早急であるが,焼けた骨類が遺存する意味については,昨今,多角的な

照射が得られている。骨類の保存に不適な中部高地においても,焼骨 (人骨を含む )の 出土が頻々と   ・

伝えられている。長野県内でも,縄文中期より終末期に至る遺跡で,特に敷石,配石,叉は集石遺構

に伴う。焼けた獣骨の存在が認められる傾向がある。これらも一般的に焼けた骨類を伴出しない竪穴

住居址|の関連からも。その多様性が指摘されるが,(註オ 遺跡における焼けた獣骨
の散在は,単なる

食料残滓である可能性も含めて,逆に未確認の生活址の存在を示唆するものがあろう。

(西沢寿晃 )

註.高山純 1976: 配石遺構に伴出する焼けた骨類の有する意義 史学 47巻 4号 , 48巻 1号
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第 2節 植

炭質物について

炭化物 (炭 )の原材質を知ることにより,当時の植生を知る手がかりとなるので,床面上のものに

ついて調べた結果は,他地域の同時代のものと,よ く似ており,落葉広葉樹のクリ,ナ ラが主で,他

に小片となっていて
`樹
種の決定困難ではあるが,広葉樹であることは間違いないものが 2～ 3種含

まれていた。針葉樹は極めて少なく,小片がわずかに存在するのみであった。つり手型土器の方向に

向いて横たわっていた炭化丸太は,半ば炭化した,太いクリ材であることがわかった。

以上,炭質物から見る限 り,′針葉樹が少し混ざったクリとナラの多い落葉広葉樹林であったと推定

される。

(森 義直 )

第 6章  結 五
叩

最初に感謝を申し上げたいこと。

「 干泥荒処」という語が古文書に見えるが柳田遺跡はまさにそれであった。土質は浅い表土を一皮

剥げば日干し練瓦の如く堅く,雨水を受ければたちまち泥淳と化すと言った典型的な悪土であった。

発掘作業は夏の草いきれと燃えるような炎天下で干泥荒処との対決は結局月余に及ぶこととなつた。

此の発掘は市教委事務局を主軸とし綿密な計画設定のもとに体制が組まれ,信州大学生諸君の若さと

学をもとめて止まない旺盛な探求心と中信考古学会員の経験と体得した豊かな知識と的確な状況判断

力等の綜合力の結集が此の度の報告書となつた。その他にも他大学生,高校生及び斯学に関心を持た

れた方々の数々の御協力の多大であった事も決して忘れ得ない。

地形地層 につ いて

本址は美ケ原山系に源を発する大六沢と通称される小流の右岸で北方より南東に緩傾斜する水田地

帯にあり西方 500mの所は女鳥羽川が南流し,縄文晩期の川底遺跡として知られる女鳥羽川遺跡とも

近接した類似性の地形に属し縄文晩期の遺物も多く検出している。

大六沢は本址付近を潤し大村部落の主要水源となり南流し惣社部落で山辺地区から西流する湯川と

合流して女鳥羽川に併さる流路の短い小流であるが往古より渇水したことなく,何れにしても女鳥羽

物
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川東辺山麓の小村を育てて今に至っている流れの一つである。

本址の属する地層は,黒色土が上下三層位に分かれている。これはかつて洪水のあった事を示すも

のであると森氏は述べている。表土の直下は赤褐色土層となり,その下部に再び黒色土層が現われ,

礫の多い所,少 ない所,又は全 くない層が見られるが,こ れは河川堆積物の一般的現象である。礫層

は一般に南東方向に流水作用を受けた傾向が見られるから女鳥羽川の水勢を強く受けた時代もあり,

大六沢の小流は山沿いに押され乍らも小地形の生活面を造立して今日に至ったと思われる。尚本址西

方 200mに所在する本郷高校及び国司塚古墳は南北に延びる女鳥羽川の自然堤防上に位置し,本址と

の比高差は約 lm高 く,縄文期以来安定部分と不安定な氾濫部分とが錯綜していたと考えられる。

本址の遺物について,A地区における遺物は表土中からもその下の赤褐色土及び更に下がる礫混り

の黒色土層とその直下の褐色土層の堺目(漸移層 )の 黒褐色土層からも発見されているが,概して上

層部は微量の縄文前期の小破片 (諸磯C)と 大部は中期及び中期半と晩期と少数の土師,須恵片の混

在が見られる。これらは在地の遺物か氾濫流入による他からの遺物か不明のものが相等量存在した。

下部の黒色土層,特にA地区においては時期的にも縄文中期をやや下がる安定した遺構と大量の遺物

が最も確実な状態で検出されている。

C地区では晩期を中心として後期を含む脆弱な土器の細片がノ(ラ バラと散布状態で発見され且つ多

様な石器類の検出も見られたが,明確な遺構は突き詰め得なかった。

A地区に於て注目されることは縄文中期をやヽ下まわる時代に属する釣手土器と称される浅鉢形の

器に橋状の釣手を付し,そ れに吊り下げる為の装置を設けた数すくない逸品の出土である。藤森栄一

氏は照明具と明言しているが他に防虫香炉説もあり,何の遺跡からも発見されるという普遍性を持っ

た器でもない。これが完形で姿を見せたのは幸いであった。釣手形土器と呼ばれる器の分類について

は,藤森氏がその著「 縄文農耕」に示された分類と「 長野県埋蔵文化財発掘調査要覧。その 1」 ・

「 信濃考古資料」等に記載されている内容とは異なっている。両者共に釣手形と認めるものと前者が

釣手としたものを後者は香炉形としている点は特に際立を見せてくれる。この種の器の分類について

詳説は避けるが釣手形・懸垂形・香炉形
ざ香炉等と時代別,祖元器形別・紐掛の装置の有無等によっ

て分類区分けする諸説も根強いから円弧を描く釣手だけの部分のみを見て即断する事のないよう留意

する事も必要である。

2号址の石囲炉内の火つぼは倒立させて4つ の耳状突起を持つ口縁部を火床中心部にすえ首部を残

し胴部を輪切状に切断した加曽利 Eでもやや古い方に位置づけられる小形壺で,逆位の火つぼ例は曽

利Ⅱ式に多く見られる現象である。火つぼは火種を保存する為のものであったと言われている。この

種の土器は埋甕として日唇部床面に埋めて使用された例は非常に多く,無疵の出土例はたくさん知ら

れていると藤森栄一氏は「 縄文式土器」の中で述
べている。そして特殊な埋甕として用いられ,こ の

種のものは石蓋のないのが原則である。逆位の火つぼも特別な意味を蔵するものであろう。
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石器類 (126個 )の 中で打製石斧は 38個 ,凹石は 27個であった。打製石斧と凹石が多量であるこ

とは何処の遺跡でも常識化されているが本址の場合もそうである。何故かくも共通して他石器類に比

して多量であるかという事の結論は用途と共に不明瞭になつてくる。

打製石斧の用途は結論は出なくとも土掘り具を主とし木材の伐採,根切り,枝 下し等とその用途の

多様化に伴う量産化が思考されるが,凹石となると極めて難解である。凹石は発火のため,堅果を潰

す為といっても余りにも多量すぎる。凹孔は小打痕の集中化によって形造られたものが多い。これは

塩尻市小段遺跡,波田町麻神遺跡においても同様であるが回転磨耗痕によるものと打痕の中に回転磨

耗痕の見られるものとの 3つの凹孔に分けられそうだ。現今発火具説は色褪せてきているが火鑽杵の

上置の重し石が杵の回転の結果の凹か又は別なもの 回ヽ転磨耗なのか,又はクルミ割りの結果生じた

ものであろうか。

藤森氏は多量な凹石の必要理由として焼畑の携帯用発火具と考えられないかとの仮説を立てられた

こともある。

本址出土の凹石の凹孔の直径の平均値は 1.5 cmで ある。この極めて浅い凹孔を有する石は早期に現

われて弥生時代迄存続する一握りの礫器にすぎないが,不思議な命脈を保った器で凹孔の解明はずっ

と先のこととなるだろう。

所謂「 土器溜 り」についてであるが,A地区 3号址直上に折 り重なつて累集して発見された土器群

のパターンは主として縄文中期全般を通して見られる現象でありこれもその現象と同一のものである。

この説明について,「 土器だまりともいわれる媚集していたものは」。「 蝿集」。「 土器だまり」の

土器類とは,等の表現で記されている文章を時折拝見するが,「 蝿集」と「 土器だまり」とは別なも

の異質だと理解できそうだが実は同義語のものだったりで誠に難解な悪文となっている。蝿集とは何

か辞書で当って見ると,「 一時にむらがり集まること。旺文社国語辞典」「 はりねずみの毛のように

沢山のものが 1ケ 所に集まってくる 。三省堂国語辞典」「 蝠の毛のように沢山集まること・岩波国語

辞典」「 はりねずみの毛のように一時にむらがり集まること
。小学校漢和辞典」「 はりねずみの毛の

ように一時に多く集まること・岩波広辞苑」等と出ている。明らかに「 土器溜り」と「 婿集」とは別

な語意を有するも
‐の'で あ`る。叉「 土器が帽集、している」というよりは, はりねずみとか蟻といった動物

が蝿集しているというのが本来的な使い方である。土器が蝿起 (は りねずみの毛が立つように事がむ

らがり起こる )し ている。蝿縮 (は りねずみのようにこわがって縮まる )し ているといったら読者は

一層困惑してしまう。統一用語がないからどんな用語でも差しつかえないという訳にもいくまい。

土器捨場 。婿集場 。集積場と言えばこれにはそれぞれの意味が伴う,そ こで「 土器だまり」と言っ

た言葉が現時点では最も穏当ではないかと思う。「 水だまり」と同じように,往 「々 土器だまり」の

下部には住居址が存在する。廃居に捨てられて溜ったものか。しかし廃棄にしては一寸修理すれば立

派に再生可能なもったいない程の器もある。事実復元可能な土器はこの中からいくつも出ている。
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元来縄文人は土器を大切に扱い割れたものを穿孔してつなぎ合わせて迄も大事に使用した痕跡もわれ

われはしばしば見てきている。

どうも廃棄処分にする程の粗雑さも見えない,か と言って整然と配置した様子も全く見られない。

この種の土器片には使用痕跡の顕著なものも少ないと言う。当時は土器は各自の家でこねられ,乾か

され晩秋初冬の燃料の富有な頃村合同で広場の一隅の露天で焚火で焼かれた。キズ物を始末した場所

ではないか,悪質な流行病が狙額をきわめ,廃居と化した無住居に悪霊の憑代として土器類を賽の川

原の石の如く累積し鎮魂を祈ちた跡なのか。当時においては一種異様な精神的雰囲気を醸し出す場所

であったにちがいない。

(中島豊晴 )
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第 1号集石および第 1号住居址
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図版 2



旧
駅

中

∞
銀
Ъ

弓
絆
博

駅
中

一
総

　

　

∞
堅

図



ヽ
子
，
一ギ
一

癬
0

j.■蹂｀

麟

、

イ
:頭お 講

IIドy

1."'

*",.\.&.-
'' "*P'

''ltq

磋
滅
一ザ
〓
安
一

藤    .

LKl版 4

82

第 2号 住居址及び炉力L 炉九L内出 LL器



翼
　
山
　
週
　
中

　
∞
　
銀
　
　
∽
騒
図

踊
権
‡
式
織
一貯
≒

藤:■lt
It「 議籍

- 83-



釣手 土器お よび出 土状 況
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鉢 型 土 器お よび出土状 況
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図版 8  第 1号住居址および遺構外遺物出土状況

-86-



第 3号 住居 址出土土器
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図版 9



攣麒

図版 10 第 3号集石および第 3号住居址出土遺物

上段 第 3号集石出土土器及び土製品
下段 第 3号住居址出土土器及び土偶
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図版 11 縄文晩期遺物出土地点及び出土遺物
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図版 12 第 2,
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第 3号集石出土石器(1)



図版 13 第 3号集石出土石器(2
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図版 14 第 3号集石および縄文晩期遺物出土地点出土石器旧)
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図版 15 縄文晩期遺物出土地点出土石器(41
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